
令和６年度 
小地域ネットワーク活動実績報告書 

 

この冊子は皆様にご協力いただきました「社協会費」「赤い羽根共同募金」 

「歳末たすけあい募金」等の財源を活用し作成しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
平素より社会福祉協議会事業へのご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

  地域では、独り暮らし高齢者の孤立死、特殊詐欺の被害、災害時の支援体制等福祉問

題が多種多様化しております。 

本会におきましては町内会単位で高齢者や障がいのある方等を地域で支える取り組み

として「小地域ネットワーク活動」を推進しており、コロナ禍で活動の制限を検討しな

がら取り組んで頂いた内容を収録し令和６年度の報告書を作成いたしました。今後、皆

様の地域活動の参考としてお役立ていただければ幸いです。 

  なお、この報告書は各町内会からご提出いただいた申請書・報告書をもとに編集して

おります。紙面の関係もあり、一部の写真のみの掲載となったことをご了承願います。

皆様のご協力ありがとうございました。 
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令和６年度 小地域ネットワーク事業の概要について 

 本事業は、地域福祉座談会・声かけ訪問活動・福祉マップづくり・交流事業などに継続的

に取り組むことで、「お互いが支えあう地域づくり」「安心・安全・福祉のまちづくり」を進

めることを目的に実施します。 

                             

１．小地域支えあい指定事業   対 象…未実施地区  

 

①目 的 

 下記メニューの中から“２”を中心に取り組むことで、小地域活動の定着を図ります。 

  １．地域福祉座談会 ２．声かけ訪問活動（重点推進） ３．福祉マップづくり  

４．広報啓発事業  ５．地域福祉の仕組みづくり 

    

②助成対象 

 未実施の町内会 

③助成額 

 指定期間は３年間。単年度ごとに活動費３０，０００円助成します。（３年間で９万円） 

 

 

２．小地域支えあいバックアップ事業   対 象…支えあい指定事業終了地区  

 

①目 的 

 ３年間の指定事業を終了した地区を対象に活動の継続を支援いたします。 
 下記のメニューを中心に実施しますが、指定事業より内容や活動の幅を広げることを目指します。 

１．地域福祉座談会 ２．声かけ訪問活動（重点推進） ３．福祉マップづくり  

４．広報啓発事業  ５．地域福祉の仕組みづくり 

   

②助成対象 

 ３年間の支えあい指定事業が終了した町内会 

③助成額 

 ２０，０００円 

 

３．小地域支えあい交通費支援事業   対 象…支えあい指定地区及びバックアップ地区  

 

①目 的 

   町内会が実施する行事に介護が必要な高齢者、障がい者の方などを送迎した際にかかる経費の一部

を助成いたします。※今年度に限り安否確認を目的とした物品配布に車両を使用した場合も助成対象

といたします。 

  ②助成対象 

   小地域支えあい指定地区及びバックアップ地区を対象とします。 

  ③助成額 

   １０，０００円 

 



 

４．年末・年始ふれあい支援事業   対 象…市内全地区  

 

①目 的 

 年末・年始（１２月～１月）に行う高齢者等を対象とした交流事業（会食会等）の経費の一部を助

成し、交流の機会が少なくなりがちな冬期間の交流促進を図ります。 

②助成対象 

恵庭市内のすべての町内会 

③助成額 

 ２０，０００円 

④実施期間 

１２月～１月に実施される事業に限らせていただきます。 

 

５．ふれあい型交流会助成事業   対 象…市内全地区  

①目 的 

    地域のつながりを目的とした高齢者等を含む交流事業にかかる経費の一部を助成し、交流促進を

図ります。※なお今年度に限り安否確認を目的とした物品配布についても助成対象といたしま

す。 

  ②助成対象 

   恵庭市内のすべての町内会 

  ③助成額  

   下記のとおり基準を設け、年間通しての交流会の回数・延べ参加人数・事業実績額に応じた基準を

設け、助成いたします。 ※今年度に限り安否確認を目的とした物品配布についても下記のとお

り実施した場合は追加して助成いたします。ただし敬老会と兼ねた物品配布は対象外といたしま

す。 
 

区 分 助 成 額 基            準 

Ａ ６０,０００円 年間１０回以上の交流事業、及び３００名以上の参加者 

Ｂ ５０,０００円 年間８～９回の交流事業、又は２５０～２９９名の参加者 

Ｃ ４０,０００円 年間６～７回の交流事業、又は２００～２４９名の参加者 

Ｄ ３０,０００円 年間４～５回の交流事業、又は１５０～１９９名の参加者 

Ｅ ２０,０００円 年間１～３回の交流事業、又は１４９名以下の参加者 

 ２０,０００円 安否確認を目的とした物品配布を行った場合（一律） 

※なお上記交流会事業と併用可能 

※ なお、参加人数とは対象者＋町内会役員＋ボランティアの総数です。 

 

６．安心・安全・福祉のまちづくり研修会の開催   対 象…市内全町内会  
    

地域のつながりの理解と認識、地域活動実践者の養成、実践報告、地域における問題・課題の解決等、

時代に合わせてテーマを設定して開催します。 

 

７．ネットワーク活動に関する情報提供   対 象…市内全町内会  
   

・社協広報誌「えにわ社協だより」及び「社協ホームページ」を活用したネットワーク活動の啓発、

町内会を対象とした資料等の情報提供を行い、事業の啓発・推進をいたします。 

  ・交流事業促進の為、レクリエーション器材を貸出いたします。（お気軽にお問い合わせ下さい。） 
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≪駒場町中央町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成７年度～平成９年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催（地域で福祉について話し合う場の開催） 

町内会３役、各区長、福祉委員、民生委員で、町内の高齢者夫婦のみ独居

世帯を把握し、問題点と課題の解決について協議する場を設ける。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・主として７５歳以上の独居高齢者 

・担い手・・・町内会役員・民生委員。福祉委員・その他 

・特 記・・・主として健康状態、日常生活の心配ごと等 

 

○福祉マップづくり（名簿での管理や福祉マップの更新含む） 

・対 象・・・７０歳以上の名簿作成 

・内 容・・・居住図を作成、居住者宅を色分けで区分する 

・特 記・・・個人情報を配慮し、担当部長・委員・役員のみ配布する 

 

○広報啓発事業（福祉だよりなど） 

・名 称・・・福祉だよりの発行は町内会だよりに福祉関係も記載する 

・頻 度・・・年１回 

・対 象・・・町内会にて、町内会全戸 

・担い手・・・区長、福祉委員 

・特 記・・・町内行事の案内  

 

○地域福祉の仕組みづくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

町内会３役、福祉部長、各区福祉委員、民生委員で、福祉支援、運営にあ

たる。 

 

〈成果・課題等〉 

担当役員の多くは高齢化し、健康状態に問題がある人も多く、若い世代は

仕事を持っているからが多く、町内活動が困難になって来ている 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

〈日 時〉町内会年間行事参加のため約年間３〜４回 

〈場 所〉こまば交流館、桜町会館 

〈対 象〉単独歩行困難者 

〈名 称〉観桜会、世代間野外交流親善会、ふれあい温泉、世代間交流餅

つき会 

〈内 容〉福祉委員の車で送迎、１回の行事に関して１〜２名 

〈区 間〉自宅から現地まで 

年末年始ふれあい 

支援事業 

〈日 時〉令和６年１２月１日 

〈場 所〉桜町会館 集会質 

〈対 象〉全町内会員 

〈人 数〉８３名 

〈名 称〉世代間交流 餅つき会 

〈内 容〉餅つき開始する杵と臼を使い餅つき 

初めは大人が、見本を示し、初めて餅つきをする子供も多く参
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加。片方で福祉委員が中心となってあん餅・きな粉餅等を子供

から一般参加の方々で作業をする。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ふれあい観桜会 ５月１９日 ２３名 

７０歳以上を対象とした。 

こまば交流館にて、市民講座等（２講座） 

講師（恵庭市介護福祉課） 

体ならし（全員でボッチャ）、会食会 

（２）世代間交流親睦会こまば公園 ７月６日 ８８名 

午前８時３０分 会場設置 

会食会（ジンギスカン・焼鳥等）、ビンゴゲーム 

（３）秋季ふれあい温泉会（日帰り）栗山温泉 １１月５日 ２５名 

午前８時３０分 前島歯科前集合 バスにて出発 

栗山ホテル温泉入浴、食事会、劇鑑賞 

（４）駒場中央ラジオ体操 ７月２６日～８月４日 ４５５名 

実施日９日間 ６:３０より 

こまば公園にて駒場中央・北合同。 

（５）七夕祭り「ローソクだーせ」７月２８日 ６０名 

こまば公園集合、その後３班に分かれて協力世帯に 

（６）世代間交流花火大会 ８月７日 ４５名 

こまば公園にて 

（７）花壇への植え付け作業 ５月２８日〜９月２７日 １４名 

（８）花壇への水やり作業 ５月２９日 ２名 

（９）花壇撤去作業 ９月２８日 ９名 

（１０）安否確認 ４月１日〜 ３５名 

支援役員５名 

広報を配布しながら安否確認 

 

≪幸町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成７年度～平成９年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催（地域で福祉について話し合う場の開催） 

３月３０日（土）１３：００〜１４：００ 幸町会館にて開催 

年度に先がけ、町内役員・お世話係・民生委員に福祉事業 細部説明 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年数回 

・対 象・・・６５歳以上の独居者及び７５歳以上の高齢者 

・担い手・・・町内会役員・民生委員。福祉委員 

・特 記・・・区長による広報・回覧板での情報確認・老人クラブを通し

情報声かけ、民生委員の毎月一回訪問安否確認、敬老会記

念品配布時安否確認） 

 

○福祉マップづくり（名簿での管理や福祉マップの更新含む） 

・対 象・・・全世帯家族台帳の作成更新 

・内 容・・・町内各種情報の確認（緊急時、災害時等） 
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・特 記・・・民生委員との情報交換 介護要支援者のチェック 

 

○広報啓発事業（福祉だよりなど） 

・名 称・・・さいわいニュース〜幸町町内会だより〜 

・頻 度・・・２ヶ月に一度 

・対 象・・・各区回覧 

・担い手・・・各部長、会長 

・特 記・・・他に各事業別、会議、回覧にて発信 

 

○地域福祉の仕組みづくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

・老人クラブとの交流（街頭指導・お祭り・河川掃除・花壇・公園掃除な

ど） 

・防災自主組織、防災訓練 

・介護要支援制度の確立 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

〈日 時〉令和６年９月１６日 

〈場 所〉幸町会館 

〈対 象〉７５歳以上の高齢者 

〈名 称〉町内会 敬老会 

〈内 容〉役員が３名を送迎 

〈区 間〉自宅から会館まで 

年末年始ふれあい 

支援事業 

〈日 時〉１２月７日（土） 

〈場 所〉幸町会館 

〈対 象〉町内会員３０歳以上 

〈名 称〉年末ふれあい会食 

〈内 容〉６２名が参加 

     年末高齢者ふれあい会食は参加人数をアップする為年末ふれ

あい会食とし、対象者を６５歳以上を３０歳以上とした。 

     内容は、前半ゲームを団体戦、個人戦を行い、会食をしながら

マジックショーを見る内容とした。若い年代層が多く参加し

た。 

〈日 時〉１２月１４日（土） 

〈場 所〉幸町会館 

〈対 象〉小５〜６、親も可 

〈名 称〉年末クリスマス 

〈内 容〉５０名が参加 

     年末クリスマスは親子ゲーム、ゲーム大会、ビンゴ大会、サン

タ菓子配りを実施。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）通常総会 １月７日 ４０名 

通常総会後、新年会を実施 

（２）役員会・調整会議 １月〜１２月 計１３回実施 ２６０名 

役員会年６回、調整会議年７回実施 

（３）交通安全街頭指導 ４月、７月、９月、１１月 １４０名 

（４）町内統一公園掃除 ６月、８月、９月、１１月 １５０名 

（５）花壇管理 ５〜１０月 ６０名 

女性部が中心でけいほく公園花壇２つの管理 

（６）防災訓練 ６月、８月、１１月 １９名 

基地防災課、消防課の講話〜消化器訓練、壕作成、非常食等 

（７）パーク大会 ６月、１０月 ２５名 

中央パーク上でパークをして交流を深める 
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（８）ラジオ体操 ７月２６日〜８月２日 ３５２名 

けいほく公園で朝６：３０より実施 

（９）子供花火大会 ８月２日 ８０名 

けいほく講演で、子供５０人、大人３０人が参加 

（１０）夏祭り ８月４日 ２５０名 

けいほく公園で、やぐら、屋台販売、盆踊りを実施 

（１１）ふれあい会食 ６月１６日 ５７名 

会館横で焼肉会食を実施 

（１２）敬老会 ９月１６日 ２２９名 

会館で会食マジックショー４１名記念商品１８８名 

（１３）河川掃除 ７月６日 ３０名 

（１４）声かけ訪問 毎月 

民生委員による実施 

 

≪島松寿町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成７年度～平成９年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

福祉部の活動として、福祉委員会を年６回開催した。 

オープン講座を１回実施した。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年１２回 

・担い手・・・町内会役員・民生委員・福祉委員・必要に応じて町内会 

       区長 

・特 記・・・寿町町内会では、福祉委員の任期を定めずに、なるべく 

       長期間担当していただくようお願いし、ほぼ定着してい 

       る。 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・福祉対象者名簿の作成及び不測の事態での要支援者リス 

トと在住地図を作成している。 

・内 容・・・声かけ運動での訪問及び不測の事態発生時に活用してい 

る。 

・特 記・・・体の不自由な高齢者家庭が判るようにしている。 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・①「福寿草」 ②寿町町内会だより 

・頻 度・・・①年６回 「偶数月」 ②年２回「不定期」 

・対 象・・・①７５歳以上 ②町内会会員全員 

・担い手・・・①福祉委員 ②広報担当者及び各区長 

・特 記・・・①１世帯１部 約３１０部  

②町内回覧 全２６区 約６５部 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

高齢者等対象者の多い区は分区して福祉委員を配置するなど、町内会と
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しても円滑な環境づくりに取り組んでいます。 

＜成果・課題等＞ 

当町内会は６５歳以上の高齢者が多く、高齢化率は既に４０％を超えて

います。 

家庭に引きこもりがちな高齢者の方々を行事等に積極的に参加させる事

が出来るかが前々からの課題でしたが、コロナ騒動も一定の終局を見て、

予定していた行事のほとんどを実施した。今後の課題として、「ウィズコ

ロナ」を視野に、計画的に事業を工夫しながら、高齢者の健康寿命を永

く保つための一助となるよう取り組んでいきたいと思います。    

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ ９月１４日 

＜場 所＞ 島松寿町町内会全域 

＜対 象＞ ３２４名 

＜参加人数＞ ３２４名 

＜名 称＞ 「長寿を祝う会」欠席者に記念品配布事業 

＜内 容＞ 「記念品配布事業」は、島松寿町町内会「長寿を祝う会」 

      欠席者に対し「声かけ・見守り活動」の一環として、 

      高齢者の安否確認を兼ねて実施した。 

      また、祝う会当日、車での送迎が必要な方に送迎を実施し

た（２名） 

＜区 間＞ ・物品配布者：島松寿町町内会 福祉部員 

      ・物品配布先：島松寿町町内会全域 福祉委員３０名 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）「長寿を祝う会」 

   ９月１４日 ３２４名（祝う会出席６８名） 

   ７５歳以上の町内会在住者に対し、長寿を祝う会の案内をし、 

   ６８名の出席を得た。 

   島松寿町会館集会室 

   ・来賓あいさつ 

   ・余興 

   ・ビンゴゲーム 

（２）お楽しみ会 ６月２０日 ２４名 

   ７５歳以上の町内会在住者 

   ユンニの湯へのプチ旅行 

   由仁ガーデン見学・パークゴルフ 

   温泉入浴・ビンゴゲーム等 

（３）餅つき大会 １２月７日 １８０名 

   町内会在住者対象 

   寿町会館集会室 

   幼児から高齢者まで参加。 

   子供餅つき大会・大人餅つき大会及び試食。 

（４）新入生を祝う会 ３月２４日 ２７名 

   令和６年小学校入学の新１年生１０名とその父母が参加。 

   ・ゲーム等で楽しんだ。 

（５）寿ふれあい広場 ７月６日 ３５０名 

   バザー、駄菓子店、ゲーム大会、カラオケ大会、おもちゃクリニ 

   ック、大抽選会 

幼児から大人まで参加。種々の行事で楽しんだ。 

（６）ラジオ体操 ７月２８日～８月５日（９日間） のべ１９８名 

   町内の子ども、高齢者を中心に公園で夏休み期間のラジオ体操を

実施。 
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（７）福祉広報配布 年６回 ３１０世帯 

   ７５歳以上の方を対象に広報「福寿草」を福祉委員が手渡しで 

   安否確認を兼ね配布。 

 

≪文京町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成７年度～平成９年度指定 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 敬老会 記念品配布 ９月１７日〜１０月中旬 ２５７名 

コロナ感染症防止のため対象者宅への記念品（商品券）の配布。 

 

≪恵み野西町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

〇平成７年度～平成９年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

〇地域福祉座談会の開催（地域で福祉について話し合う場の開催など） 

・福祉委員会議（年３回、４月２３日・８月２０日・１１月１２日） 

・福祉委員班長会議（年１回、４月６日） 

 

〇声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年２回（６月・９月） 

・対 象・・・６月（７０歳以上の会員）、９月（７５歳以上の会員） 

・担い手・・・町内会役員・民生委員・福祉委員 

・特 記・・・福祉委員全員で、ごみ袋を配布しながら声かけ訪問を行う。 

 

〇福祉マップづくり 

・高齢者福祉マップの作成 

「７５歳以上の高齢世帯分布図」・・・市からのリストを利用、毎年更新 

「７０歳以上の高齢独居者分布図」・・・福祉委員の調査による、２～３

年周期更新 

「災害時避難行動要支援者分布図」・・・市からのリスト提供を利用、毎

年更新 

・内 容・・・高齢者の居住分布を把握し、見守り活動・災害時等に活用 

・特 記・・・個人情報の秘匿もあり一部の町内会役員・民生委員のみが

共有 

 

〇広報啓発事業 

・名称・・・西町内会情報誌「ふれあい通信」を毎月発行 

・対象・・・ 町内会会員・特別会員に全戸配布、発行部数１０５０部 

・内容・・・必要により回覧版を作成 発行部数 １２０部 

「恵み野西町内会」ホームページの作成、町内会役員が製作

担当 
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〇地域福祉の仕組みづくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

・福祉活動の組織づくり 

西町内会組織内（６地域）に、約５７名の福祉委員を配置、福祉活動

を行う。 

・「保健センター」「きたえーる中島・恵み野」と連携を図り、健康学習

会の開催や情報交換を行っている。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

〈日 時〉６月中９月中 

〈場 所〉恵み野西町全域 

〈対 象〉７０歳以上宅６３７世帯７５歳以上 ６２１人 

〈名 称〉声かけ訪問 

〈内 容〉６月中：７０歳以上が居住する会員宅にゴミ袋を配布しながら

見守り安否確認。 

 ９月中：７５歳以上の町内会員各人にゴミ袋を配布しながら見 

守り安否確認。 

〈区 間〉町内会館から福祉委員各班長宅にゴミ袋を配布する際、車が必

要。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

〈日 時〉１２月７日（土） 

〈場 所〉恵み野小学校体育館 

〈対 象〉小学生及びその同伴家族 

〈名 称〉餅つき大会 

〈内 容〉小学生・家族：１６０名 スタッフ：約１００名 

恵み野小学校コミスク、恵み野西・南・里美の町内会で合同開

催。 

小学生・同伴家族・文教大生・町内会役員など２５０名が参加。 

餅つき体験や、つきたての餅をきな粉餅・あべかわ餅・いそべ

餅など、生徒も一緒になって作り、参加者全員が会場で食べて

楽しむイベント。 

スタッフの高齢化が進み、文教大の応援が必須となっている。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）声かけ訪問事業 春の声かけ訪問 ６月中 ６３７世帯 

７０歳以上の会員宅を訪問、ゴミ袋を渡しながら見守り活動を行

う。 

（２）秋の声かけ訪問 ９月中 ６２１名 

７５歳以上の高齢者宅を訪問して、ゴミ袋を渡しながら安否確認

と見守り活動を行う。 

（３）町内パークゴルフ ５月２６日 ２６名 

大会       ８月２５日 ２０名 

恵庭中央 PG場で町内会が主催して行う大会。年２回実施。 

（４）健康学習会 ６月１４日１４名 

保健センターから講師を呼び、健康講座・体力測定などを行った。 

（５）親睦旅行 ６月２９日 

芸術の森・白い恋人などを日帰りで観光。 

（６）親睦交流会 ７月１３日 ５９３名 出演者他９２名 

〇✕ゲーム・幸運ゲーム・バンド演奏・踊りなどを催す、町内会

最大の事業。 

参加者他、出演者・スタック関係者 ９２名が協力。 

（７）町内作品展 ７月２２日、２３日 出展２９名来場１３９名 

町内会員が製作する絵画・写真・道・陶芸などの作品を展示鑑賞。 

（８）ラジオ体操 ７月２６日〜８月９日 

小・中学生、一般を対象に恵み野小学校グランドで、朝６:３０か
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ら１５日間実施した。 

（９）Jazz コンサート １０月５日 １４０名 

千歳 Jazz クラブの協力を得て、Jazz 演奏。今年で９回目を迎え

る。 

（１０）パークゴルフ＆ウオーキング １０月１４日 １６名 

貸し切りバスを利用して、パークゴルフと由仁がーデンを散策、

温泉・昼食を楽しむ。 

（１１）町内囲碁大会 １１月２３日 １２名 

日頃、町内会館で囲碁に親しむサークルを中心に、一般の方にも

参加を呼び掛け、大会を行う。 

 

≪和光町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成７年度～平成９年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催（地域で福祉について話し合う場の開催など） 

一人暮しの方の確認と対応について、町内会役員・民生委員・福祉部が連

携し年数回行っている。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年４回 

・刘象者・・・要支援世帯・７５歳以上の独居者 

・担い手・・・町内会役員・民生委員・福祉委員 

 

○福祉マップづくり（名簿での管理や福祉マップの更新含む） 

・対 象・・・要支援世帯・７５歳以上独居者 

・内 容・・・声がけ、訪問資料として「いえかつ」を配布 

・特 記・・・訪問後、必要に応じてマップ・名簿の更新 

 

○広報啓発事業（福祉だよりなど） 

・名 称・・・「和光町内だより」 

・頻 度・・・総務より月１回、各部よりの行事に合わせて発行） 

・対 象・・・町内会員・全戸回覧 

・担い手・・・町内会役員 

 

○地域福祉の仕組みづくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

・町内会が中心となり、役員・民生委員・福祉部が連携を図り、又 老人

クラブサロン活度にも協力をお願いしている。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

〈日 時〉９月上旬 

〈場 所〉各個人宅 

〈対 象〉３９５名 参加人数３８０名（対象者＋役員） 

〈名 称〉ふれあい訪問 

〈内 容〉高齢者（７５歳以上）宅を訪問 

敬老のお祝い品をお届け 

近況の確認と対話による交流を深める。 

〈区 間〉町内一円 
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年末年始ふれあい 

支援事業 

〈日 時〉１２月１日 

〈場 所〉町内会館 

〈対 象〉６５歳以上 

〈名 称〉餅つき大会 

〈内 容〉ふれあい食事会 ３２名 

「たよれーるひがし」さんによる 

（冬の健康講座 冷え性対策をしっかりと〜） 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）新１年生へのお祝い配り ４月上旬 新１年生 ９名 

お祝いの品を自宅へお届けしました。 

（２）通学児童生徒街頭指導春・夏・秋 ４月８日～１５日３０名、７

月１１日～７月１９日３０名、１１月１３日～１１月２２日３０

名  

各区長総出で朝の登校時間帯（７時３０分～８時）和光小、恵明

中の児童生徒に声掛け、交通安全の街頭指導を実施しました。 

（３）ラジオ体操 ７月２５日～８月６日 子供８３５名大人１５０名 

和光小学校グラウンドで実施しました。 

（４）パークゴルフ大会 ５月１８日２５名、７月２０日２４名、９月

２８日１６名 

恵庭中央 PG場にて実施。 

ルルマップ PG場（雨の為中止・現地にて抽選交流会） 

ルルマップ PG場にて実施。 

（５）ふれあい訪問（独居）４回 ３月上旬３６名、６月上旬３６名、

９月上旬３６名、１２月上旬３６名 

独居宅を訪問し、近況など対話と「いえかつ」の配布をして交流

を行いました。  

（６）ふれあい訪問 ９月１日～９月１８日 ３９５名 

高齢者（７５歳以上）宅を訪問、敬老のお祝い品をお届けし、近

況をお聞きし対話による交流を深めました。 

（７）町内花見会 ５月２１日 ４２名子供２名 

町内会館にて町内清掃後に花見会を実施し、町内会の交流を行い

ました。  

（８）パークゴルフ大会 ６月２１日１４名、１０月２５日１１名 

市内・中央 PG場にて実施・町内会館にて食事会を行った。 

（９）町内一斉清掃 ５月２日１３０名、１１月３日１２０名 

（１０）自主防災訓練 １０月１３日 ３０名 

（１１）町内夏祭り（盆踊り）８月１１日 ６００名 

（１２）つつじ公園にて、焼き鳥・焼きそば・子供向け模擬店の他、ゲ 

ーム・仮装盆踊りを行いました。 

（１３）ふれあい食事会（福祉部・女性部）１２月１日 ３２名 

たよれーるひがしより健康体操など指導の後、弁当食べて交流

を行いました。 

 

≪黄金中央町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成８年度～平成１０年度指定 
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小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年１２回 

・対象者・・・７５歳以上の会員 

・担い手・・・ケアサポーター 

・特 記・・・ケアサポーター１０名で月１回声かけ訪問を実施 

       同時に高齢者部通信「お元気ですか」を手渡しする 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・７０歳以上の独居者並びに７５歳以上の高齢者 

・内 容・・・災害時連絡カードの更新を行なった 

・特 記・・・地図上への記載を再度整備した 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・①黄金中央町内会会報 ②「お元気ですか」 

・頻 度・・・①毎月１回回覧板にて発行 ②毎月１５日発行 

・対 象・・・①町内会会員全世帯 ②７５歳以上の会員 

・担い手・・・①区長 ②ケアサポーター１０名 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ ５月２５日（土） 

＜場 所＞ 黄金中央会館 

＜対 象＞ ７５歳以上の高齢者 

＜参加人数＞ ４２名 

＜名 称＞ ふれあいサロン「お食事会」 

＜内 容＞ 「お食事会」を実施 

＜区 間＞ 黄金中央４丁目～黄金中央会館 

      タクシーを利用し送迎 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ ①１２月８日（日） ②１２月１５日（日） 

＜場 所＞ ①黄金ふれあいセンター ②高齢者宅 

＜対 象＞ ①町内会員 子ども達 ②７５歳以上の全会員 

＜参加人数＞ ①２２０名 ②２０５名 

＜内 容＞ ①餅つき、クリスマス会を実施。 

      餅つきを通じ、子ども達と高齢者の交流をはかった。 

      つきあがったお餅を全員でいただき、その後ゲーム等を行な

った。 

     ②会員２０７名にクリスマスプレゼント（５００円      

相当のスイートポテト）を配布。 

      高齢者部長、副部長、ケアサポーター１０名にて配布。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）パークゴルフで交流会 

５月１２日 ３１名 ７月１３日 ３０名 ９月８日 ２５名 

市内漁川かわせみコースにて実施、会員間の交流を深めた。 

（２）こいのぼり掲揚 ４月２７日 ３０名 

参加者全員協力し、こがね公園にこいのぼりを掲揚、その後防

災クイズ、ゲームを行った。 

（３）植樹桝の花植 ５月１９日 ２０名 

学園通りの植樹桝の花植を行った。 

（４）ふれあいサロン「お食事会」 

５月２５日 ４０名 ７月２１日 ４５名 

「たよれーるひがし」から講師を招いて出前講座を実施。 

同時にオカリナ生演奏、フラダンス、カラオケ等で交流を深めた。 

（５）町内夏まつり ８月３日 ３００名 

恵庭岳太鼓でオープニング。 
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ジンギスカン、焼鳥他、夏まつりを楽しみ、子ども達のゲームも

好評を得た。 

（６）自主防災訓練 ９月２８日 ３０名 

こがね公園に対策本部を設置し避難訓練、非常食の試食等を行っ

た。 

（７）敬老祝賀事業 ９月１３日 ３３９名 

町内の７５歳以上の高齢者（非会員を含む）３３９名に祝意金、

祝意品を配布。 

（８）町内観楓会 １０月２０日 ４０名 

ひだか方面の名所めぐり、ディマシオ美術館、優駿記念館、レコ

ード館等。 

（９）ボウリングで交流会 １１月９日 １８名 

千歳フジボウルでボウリング大会を実施した。 

 

≪住吉町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成８年度～平成１０年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・老人クラブ加入の高齢者 

・担い手・・・福祉委員 

・特 記・・・老人クラブの福祉委員が対象の高齢者宅へ訪問し、見守り 

       を実施している。 

○広報啓発事業 

・名 称・・・広報すみよし、事業実施毎にえにわ知恵ネット掲載 

・頻 度・・・年２回 事業実施毎にえにわ知恵ネット掲載 

・対 象・・・町内会会員 

・担い手・・・町内広報部長 

・特 記・・・事業実施毎にえにわ知恵ネット掲載 

 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ ９月７日（土） 

＜場 所＞ 住吉会館 

＜対 象＞ 町内会加入者で７５歳以上 １３５名 

＜参加人数＞ 参加対象者 ４０名  役員他合計 ５６名 

＜名 称＞ 令和６年住吉町内会敬老会 

＜内 容＞ 長年にわたり、地域づくりに貢献された方々の長寿をお祝い 

      する。 

      市長メッセージ披露後、会食、懇談、余興を行った。 

      ※希望者を住吉会館まで福祉タクシーにて送迎。  

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １２月７日  

＜場 所＞ 住吉会館 

＜対 象＞ 住吉町内在住者 

＜参加人数＞ １２１名 

＜内 容＞ 世代間交流餅つき大会＆クリスマスのつどい 

① 臼杵で餅つき、つきたての餅の食事会、綿菓子提供 
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② クリスマスプレゼント 

・中学生以上・・USB充電式 LED強力ライト 

・小学生以下・・スノウマン LEDイルミネーション 

※育成部より菓子提供あり。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）野外懇談会 ６月２２日 １１４名 

ジンギスカンによる懇親会。 

（２）夏まつり ８月７日 約３００名 

焼き鳥、おでん等、ビール、ソフトドリンク、綿菓子、ポップコ

ーン等飲食物の出店、くじ、スーパーボール出店、大人と子ども

のお菓子撒き実施、盆踊りの実施。 

 

≪桜町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成９年度～平成１１年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

令和６年度町内会福祉部事業計画に基づき、事業推進活動について福祉 

委員会を開催し、定期及び随時のふれあい声かけ訪問、安否確認の取組み 

について検討会を実施した。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・週１回 

・対象者・・・７５歳以上の独居者及び家族同居で配偶者のいない高齢者 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・７５歳以上の独居者及び家族同居で配偶者のいない高齢者 

・内 容・・・声かけ訪問、桜ふれあい会への参加呼びかけ 

・特 記・・・管理者は町内会役員、福祉委員に限定 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

町内会福祉部福祉委員が主体となり、町内会役員との連絡を密にし協力を

得ながら、定期及び随時の声かけ訪問活動の取組みにより町内会福祉事業

の推進を図る。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ １２月２０日～１２月２１日 

＜場 所＞ 高齢者宅 

＜対 象＞ ７５歳以上の独居者及び家族同居で配偶者のいない高齢者 

＜参加人数＞ ３７名 

＜名 称＞ 桜ふれあい会年末年始支援事業（年末年始用みかん配布） 

＜内 容＞ 福祉委員１０名により各担当区域ごとにふれあい声かけ訪

問、安否確認を兼ねて高齢者宅を訪問しみかんを配布。  

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １月２８日 

＜場 所＞ 桜町会館 

＜対 象＞ 町内会員 

＜参加人数＞ 出席 ２６名 委任状 １９０名 

＜内 容＞ 定期総会 

      町内会役員、区長、会員などが参加し、定期総会を行った。 
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      参加した会員へは記念品を配布した。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 通学児童の見守り ４期４０日間 ３班２０名 

春、夏、秋、冬の交通安全期間中に役員が中心になり町内２ヶ所

で通学児童の見守りを実施した。 

（２） ラジオ体操 ５月１３日～１０月１４日 

子供 ２０７名 大人 １６４５名 

健康維持の一助として、雨の日以外さくら公園でラジオ体操を実

施。 

（３） 花苗植え ５月１９日 １１名 

三角公園、さくら公園の花植え。 

（４） 敬老会 ９月１３日～９月１７日 対象者１６２名 

敬老会事業として７５歳以上の高齢者へ記念品（商品券）の配布

を行った。福祉委員１０名により各担当区域ごとにふれあい声か

け訪問、安否確認を兼ねて対象者宅を訪問し記念品配布を行った。 

（５） 桜ふれあい会 ９月２７日 対象者３７名 

高齢者のふれあい交流及び町内会役員、民生委員、福祉委員との

親睦を図る事業。参加者１７名、町内会役員、民生委員、福祉委

員１３名 

（６） ハロウィンたき火 １０月１２日 ３２名 

ハロウィンに合わせ、たき火実施。 

（７） 防災研修 １０月３０日 １８名 

札幌市民防災センターで研修。 

（８） もちつき大会 １１月２４日 ８０名 

子ども、高齢者など多世代を対象にもちつき実施。 

 

≪島松旭町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成９年度～平成１１年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・７０歳以上の独居者・７５歳以上後期高齢者 

・担い手・・・民生委員・福祉委員 

・特 記・・・「いえかつ」発行月に声かけ（安否確認）及び配布を含む 

○福祉マップづくり（名簿での管理や福祉マップの更新を含む） 

・頻 度・・・７０歳以上の独居者・７５歳以上後期高齢者 

・内 容・・・独居者の増減の把握・７５歳以上後期高齢者の増減の把握 

・特 記・・・マップによる対象者の色分け更新 

○広報啓発事業（福祉だよりなど） 

・名 称・・・島松旭町だより・防災まつり等 

・頻 度・・・活動月・令和６年計１２回 

・対 象・・・町内会会員 

・担い手・・・民生委員・福祉部・各専門部・総務部 

・特 記・・・回覧板による活動報告 

○地域福祉の仕組みづくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

・年４回福祉部会議を実施し担当区の情報交換および支援情報等の共有を 
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実施 

・「無事です」タオル定期配布及び、防災行事に合わせたタオル掲示巡回

活動 

・その他専門部の福祉活動協力及び支援活動 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

〈日 時〉９月１５日（日）１１：００〜 

〈場 所〉島松憩の家 

〈対 象〉７５歳以上２１２名 

〈名 称〉敬老のつどい 

〈内 容〉当日、旭町町内会副会長（会長代行）より今年７５歳となった

対象者と参加者へ尊敬の意を表した。その後、恵庭市長から祝

電が届き参加者からは喜びの表情を隠しきれない良い思い出

となる。続いて祝杯を福祉部長が発し祝宴が開始され、昼食は

お弁当・手作りあった蕎麦を提供し参加者からは「美味しい」

と評判を得た。久しぶりに会う友人・知人との会話に花が咲き、

参加者がひと際元気でありカラオケや、踊りを披露しながら大

いに盛り上がった。 

最後に閉会の挨拶を旭町福祉副部長が締めて終了した。 

また、当日参加できなかった１６７名の方々へは、福祉協力委

員が個別訪問し、宴が無事終了した報告と安否確認・健康状態

の把握や悩み相談等の情報収集を実施し欠席者に商品券を贈

呈。 

〈区 間〉９/１５ 旭町１丁目～４丁目から東町「島松憩の家」までの往 

     復路、タクシー１台２名乗合、往復１,２４０円、関係者（役

員）に乗車、２台４名乗合 

６/６ 旭町１丁目～４丁目、「無事ですタオル」今年度対象者

及び紛失等による再配布（１４軒）、関係者（役員）２台使用 

年末年始ふれあい 

支援事業 

〈日 時〉１２月２２日 

〈場 所〉島松旭町旭町内会 

〈対 象〉町内会員、子供・大人（高齢者含む） 

〈名 称〉餅つき 

〈内 容〉事前に餅つきを経験している高齢経験者と役員で実施計画を 

練り、当日、子ども・親・役員・高齢経験者が一緒になって 

餅つきを行い、多世代間交流ができた。参加した子ども・親・ 

役員は、餅つき経験がなく高齢経験者に教わりながら餅つき 

や餅を丸める作業を楽しく実施し、そのあと、出来上がった 

きな粉餅と海苔餅を参加者全員で食べ、充実した行事であっ 

た。 

〈課 題〉餅つきの資材は全て他町内会・公民館から借入れし実施した。 

 今後は毎年実施したいと専門部から要望を受けており、町内会 

としてはなるべく自前で出来るよう購入できる資材を確保す 

ることとなった。令和７年度は、今経験を活かし多世代間交流 

をメインに打ち出し、大勢が参加できるよう幅広く周知する。 

（回覧板活用と福祉部の高齢者（独居含む）への声掛け運動） 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）交通安全指導年５回 ２３１名 

各交通安全運動期間中の学童街頭指導 

（２）ポイ捨てゴミ拾い 春・秋 ９名  

徒歩巡回による道路・歩道の清掃活動 

（３）子ども応急手当講習会 ５月１２日  １２名  

消防隊員による応急手当を学ぶ 
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（４）町内会親睦パークゴルフ大会 春・秋 ４９名  

健康増進・体力維持活動と参加者とのコミュニケーション強化。 

（５）町内一斉清掃 春・秋 １１５名 

公園内落ち葉拾い・折れた枝木の除去と植萄桝の清掃 

（６）花壇づくり ６月２日 ２３名  

あさひ公園と南２０号の花壇花植え 

（７）親睦旅行会（日帰りバス旅行） ６月２０日 ３３名  

小樽似鳥美術館芸術鑑賞・小樽散策等 

（８）防災訓練 ６月３０日 ２２名  

炊き出し訓練 

（９）新緑祭 ６月３０日 １８９名  

多世代間交流、非常食「炊き出し」昼食会 

（１０）子どもお楽しみ会 ６月３０日 ４７名     

親子の触れ合い交流 

（１１）浴衣の着付け教室 ７月２１日 ７名  

浴衣の着付け講習 

（１２）ラジオ体操 ７月２６日～ ３２０名  

子ども夏休み期間中 １１０日間 

（１３）すずらん踊り ８月４日 ３１名  

夏祭り実行委員会参加行事 

（１４）子ども提灯行列 ８月７日 ９０名  

子ども達が提灯を持って町内練り歩き 

（１５）仮装盆踊り ８月１６日 １５０名  

夏祭り実行委員会参加行事（作りて作業・踊りて） 

（１６）公民館運動会 ９月１日 ５１名  

多世代間交流と健康増進・維持活動 

（１７）敬老のつどい ９月１５日   ６０名  

後期高齢者の宴 

 

≪有明町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１０年度～平成１２年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年１回 

・対 象・・・７５歳以上 

・担い手・・・町内会役員 

・特 記・・・安否確認を目的として物品配布を行なった。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ふれあい昼食会 ７月７日 ６０名 

７０歳以上の高齢者を対象として食事会 

（２）敬老祝い商品券配布 ９月 ３８０名 

７５歳以上の高齢者に対象として安否確認を目的として物品配布

行なった。 
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≪恵南町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１０年度～平成１２年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・町内独居世帯・要支援世帯 

・担い手・・・町内会役員・民生委員・福祉委員 

・特 記・・・各区長等による回覧板の配布時に随時声掛け、町内の防犯、

安全・安心な生活のあり方を努めた。 

○福祉マップづくり（名簿での管理や福祉マップの更新含む） 

・対 象・・・町内要支援者 

・内 容・・・町内会自主防災会による災害時要支援者マップの見直し 

・特 記・・・防災マップは全世帯に配布 

○地域福祉の仕組みづくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

・高齢者や要支援者に支援が必要な時は役員会、役員間で話し合い、必要

な支援を検討した。今後も研修会等に参加し、地域福祉について発展させ

ていきたい。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）パークゴルフ大会 ６月９日 １０名  

パークゴルフを通じて健康の増進と進行を深めた。 

（２）夏祭り ８月３日 １００名  

盆踊り、花火大会、ヨーヨー釣り、輪投げ、流しそうめん等 

（３）敬老祝賀会 ９月１６日 １９名  

会食、ビンゴ大会、カラオケ大会等 

（４）町内会懇親会 ９月２８日 大人２９名子供９名  

ジンギスカン 

 

≪大町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１０年度～平成１２年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催（地域で福祉について話し合う場の開催など） 

町内会の役員会議又は高齢者ふれあい交流会各種集会の都度 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・町内会高齢者 

・担い手・・・町内会役員・民生委員・福祉委員・老人クラブ 

・特 記・・・町内会の回覧版、広報の配布時に独居者等の家庭に声掛け

を継続している。 

○福祉マップづくり（名簿での管理や福祉マップの更新を含む） 

・対象・・・７５歳以上の独居者 

・内容・・・心配される孤独死防止のため独居老人宅地図を活用 

・特記・・・１人の不幸を見逃さない住みよい町づくりを努めている。今

年度は「柏おかめカレー」の配食を利用し、毎月２２名程か
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ら注文を取り孤食の改善、カレーを引取りにこない人への安

否確認を兼ねた声掛けを６月より始めた。 

○広報啓発偉業（福祉だよりなど） 

・名 称・・・福祉便りは発行していないが“大町町内会便り”を発行 

・頻 度・・・年４回 

・対 象・・・町内会全所帯 

・担い手・・・町内会総務 

・特 記・・・“大町町内会便り”に高齢者「見守り」等を記載 

○地域福祉の仕組づくり（支援体制・組織・運営・研修状況など） 

町内会役員一同、民生委員、老人クラブ役員一同が支援体制にある。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

〈日 時〉令和６年９月３日 

〈場 所〉配布対象住居先 

〈対 象〉町内会７５歳以上配布対象の高齢者 

〈名 称〉町内会７５歳以上配布対象へ「簡易防災セットの配布」 

〈内 容〉配布者：１０名 配布者数：別紙参照 

町内会ふれあい事業の一家として、「７５歳以上の独居老人世

帯」及び「７５歳以上の老々世帯の中で見守りを希望する世帯」

の住居先に「安否確認をしながら」防災支援の一環として簡易

防災セットを配布した。 

 

年末年始ふれあい 

支援事業 

〈日 時〉令和６年１２月１９日 

〈場 所〉大町憩の家 

〈対 象〉町内会高齢者 

〈名 称〉高齢者ふれあい年忘れ交流会 

〈内 容〉２５名 日頃交流の少ない高齢者同士が交流を交わす事を主体

とした会合で、年忘れ交流会はプログラムに「室内団体ゲーム・

宝引き・会合・カラオケ・ビンゴゲームを入れた内容としてい

る。 

〈日 時〉令和７年１月１６日 

〈場 所〉大町憩の家 

〈対 象〉町内会高齢者 

〈名 称〉ふれあい新年交礼会 

〈内 容〉２４名 新年交礼会は、「町内会長及び老人クラブ代表」年頭

挨拶 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ふれあい交流会 

①６月２２日 ２７名 （出前講座）「認知症コーナー」  

②７月１８日 ２６名 （出前講座）「恵庭市公式アプリ“えにわっ 

か”」 

③８月１５日 ２０名 （出前講座）「悪徳商法のいろいろ」 

④９月２６日 ２５名 （出前講座）「ごみ・資源の減らし方・分け 

方・出し方」 

  ⑤１０月１７日 ２４名 （出前講座）「災害に備えて」 

  ⑥１１月２１日 ２２名 （出前講座）「元気に介護予防 よく動く 

  体を作ろう」 

  いきいき百歳体操、指体操、誕生祝い品の授与、連絡報告を行った後、 

  毎月「出前講座の講師」を招いた勉強会と団体ゲームの実施で“ふれ

あい交流を図った。 
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≪島松本町町内会≫ 

実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１０年度～平成１２年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回（臨時１～２回） 

・対 象・・・独居の高齢者、７３歳以上の高齢者宅訪問 

・担い手・・・民生委員、福祉委員、百歳体操サポーター 

・特 記・・・安否健康確認、いきいき百歳体操へのお誘い、民生委員    

が定期的に訪問 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・独居・同居高齢者・７３歳以上の高齢者の名簿作成、デ    

ーターの更新、管理 

・内 容・・・災害発生時、不測の事態発生時の有効活用 

・特 記・・・町内会、自主防災組織との連携 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・島松ほんまちかわら版 

・頻 度・・・毎奇数月発行、臨時１～２回 

・対 象・・・町内会全戸回覧 

・担い手・・・町内会総務・各専門委員 

・特 記・・・町内会活動の周知、行事案内など 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

 高齢者に対する声掛けの取り組みを積極的にしたい（なかなか外に出な 

い高齢者をいかに行事に参加してもらうかが苦労している）。生きがい 

を感じられる町内会でありたい。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和６年１２月１５日 

＜場 所＞ かつら公園管理棟及び島松公民館 

＜対 象＞ 高齢者と子供達のふれあい餅つき大会 

＜参加人数＞ １５０名 

＜内 容＞ ・管理棟にて子供たちの餅つき体験。公民館で子供たちと餅 

を丸めて交流を図った。 

・丸めたり、のした餅を調理（お汁粉、ピザ餅、ポップコ 

ーン）し美味しく味わっていた。 

・ステージではいろいろなゲームをして楽しんでいた。 

・全ての事が公民館で実施できることが望ましいと感じて 

いる。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）花壇事業（花壇コンテスト参加） ５月１９日 ２０名 

かつら公園花壇、島松駅前通り花壇 

「ドラゴンボールのデザイン」花５００株 

（２）春、冬一斉清掃 ５月２６日 ４６名、１０月６日 ６２名 

本町メイン道路ほか 

（３）春夏秋冬交通安全街頭指導 

６月６日～１５日 １４名  通学児童、生徒街頭指導 

７月１３日～２２日 ２３名     〃 
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９月２１日～３０日 １４名     〃 

１１月１３日～２２日 ３３名    〃 

（４）ネットワーク事業  

６月１３日 ３０名 ヤクルト依頼（乳酸菌の話） 

３月１３日 ３０名 たよれーるきたの山本さんによる（握力の 

話、筋肉がいかに大事であるかの話） 

３月２７日 ２７名 現代人の睡眠課題についての話、ヤクルト 

依頼 

（５）女性部研修旅行 ６月１８日 ４３名 

平取・苫小牧方面（平取博物館、ノーザンホースパーク昼食など） 

（６）福祉部による高齢者見守り訪問 ７月～８月 ４５５名 

各地区の福祉委員による７３歳以上の高齢者宅へ安否確認とし 

て生ゴミ袋を持って訪問する。 

（７）夏休みラジオ体操 ７月２５日～８月７日 ８０名 

かつら公園 

（８）自主防災活動 ８月３日 １００名 

島松公民館駐車場にて防災消火訓練 

（９）すずらん踊り事業 ８月４日 大人２１名、子供３０名 

    駅前通りを楽しそうに練り歩いていた。 

（１０）仮装盆踊り事業 ８月１６日 大人２０名、子供３０名 

仮装テーマ「ハロウィン」準優勝を勝ち取る） 

（１１）七夕まつり ８月１６日 １２０名 

子供たちが願いを短冊に書いて、提灯を持ってグランドを練り 

歩き楽しんでいた。最後に花火を打ち上げお土産に花火のプレ 

ゼントをもらい終了。 

（１２）島松公民館運動会 ９月１日 大人７５名、子供３１名     

かつら公園。天候に恵まれ家族で楽しんでいた。 

（１３）嶋松神社子供神輿 ９月１７日 子供４０名 

学校が午前授業で子供たちも張り切って参加していた。 

（１４）島松本町ハロウィン２０２４ １０月１９日 ２００名  

今年新たなイベント開催。町内会の皆さんとの交流、子供達の 

たくさんの笑顔が思い出に残るシーンとなりました。 

（１５） 防災研修・親睦旅行 １０月２９日 ２８名 

 原子力ＰＲセンターとまりん館見学 

 

≪島松仲町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１０年度～平成１２年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

  役員全員が参加し地域高齢者の実態と課題の確認と情報交換を行い、 

同時に敬老会の準備について協議した。１０～１２人が参加。 

 その他、福祉部主催の福祉に関する検討会を３回開いた。福祉委員は 

別途会議 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年６回 
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・対 象・・・６５歳以上の一人暮らしの方 

・担い手・・・区長 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・６５歳以上のひとり暮らしの方、８０歳以上の高齢夫婦住

まいの方 

・内 容・・・一声運動やふれあい親睦会、お楽しみ交流会などに活用 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・島松仲町町内会たより 

・頻 度・・・毎週発行、１年中４０回発行 

・対 象・・・全戸回覧方式 

・担い手・・・会長製作、会長が区長へ配布。各戸へは回覧 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

 地域民生委員と連携を図り、ひとりも見逃さない体制を図っている。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ ９月２８日 

＜場 所＞ 夢創館 

＜対 象＞ ７３歳以上高齢者 

＜参加人数＞ ４２名 

＜名 称＞ 敬老お楽しみ交流会 

＜内 容＞ 敬老の日を祝い、７３歳以上の高齢者を招待し、会食、ジャ

ズ演奏団体の協力で余興演奏やお楽しみ抽選会などを実施

した（好評）。 

欠席された該当者（１１５名）には長寿のお祝いとして記

念品を配布し安否確認も行った。 

会場への送迎と記念品配布に係る運搬交通費。 

自家用車使用。 

＜区 間＞ 自宅から公民館までの送迎。数日後に市民センターで記念品

の仕分け⇒高齢者自宅へ配布  

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 仲町ふれあい親睦会 ６月１９日 ２１名 

「おひとり様ふれあい親睦会」として、高齢者を対象に鍼灸師に

よる「夏の健康管理講座」を開催。冷え性体質改善や舌診により

対策を伝えた。 

（２） 世代間交流ＰＧ大会 ６月９日 １４名 

第２６回町内会親睦パークゴルフ大会を実施。高齢者は互いの健

康確認と楽しく交流を図っていた。 

（３） 夏休みラジオ体操 ７月２６日～２８日 延べ約９０名 

昨年同様に３日間の短期間の開催となったが、大人（保護者や近

所の高齢者など）との交流の場としても有意義な場である。 

（４） すずらん踊り ８月４日 ２３名 

踊り手参加者が集い、子どもから高齢者まで家族総出の参加者も

あるなど、大いに交流が図られた。 

（５） 仮装盆踊り ８月１６日 １８名 

約２ヶ月前から準備会議や仮装衣装の作成など多くの労力を要し

たが、より強力な協力関係が築かれた。 

（６） 公民館運動会 ９月１日 約３０名 

老若男女、小さな子ども達とも一致団結、声援しあい、なんと総

合優勝を果たした。（４連覇は快挙） 
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（７） 敬老お楽しみ交流会 ９月２８日 参加４２名 欠席１１５名 

７３歳以上を対象に第２６回目となる敬老お楽しみ交流会を開

催。しかし新型コロナ感染を警戒するためか、参加者はかなり少

なかった。なお欠席した１１５名には記念品を自宅に届けた。 

（８） 子どもクリスマスお楽しみ会 １２月１６日 ２５名 

役員の諸般の事情によりクリスマス交流会はできなかったが、申

込者にクリスマスプレゼントを配布した。 

（９） ひとり暮らし高齢者へ贈り物・安否確認 １２月１４日 ５８名 

ひとり暮らし高齢者へ恒例の年末訪問で贈り物を配布するととも

に安否の確認も行っている。 
 

≪本・新町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１０年度～平成１２年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

〇声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・高齢者、独居者 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員、区長 

・特 記・・・町内会活動時・広報配布時に安否確認とみまもり 

 

〇福祉マップ作り 

・対 象・・・高齢者、独居者 

・特 記・・・毎年加除修正 

 

〇地域福祉の仕組みづくり 

目配り・気配り・声かけネットワークでは、声かけ委員の区長が毎年変

わる事で、町内会全体のみまもりにつながると考えます。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和７年１月２６日 

＜場 所＞ 中村旅館 

＜対 象＞ 町内会高齢者と介護者、役員 

＜参加人数＞ ２０名 

＜内 容＞ 町内会新年会 

      ・健康を確認し、親睦を図る 

      ・対話と交流 

      ・楽しく会食 

      ・コロナ禍により４年間実施する事が出来ず、久し振りの 

新年会となりましたが、出席者も少なくなりました。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 公園掃除 ５月１２日～１０月６日（４回） ２００名 

毎月、第一日曜日午前７時から町内環境運動と安否確認（７月・

８月雨天中止） 

（２） ふれあいラジオ体操  

７月２５日～８月１０日（１４回） ３６０名 

子供ラジオ体操に大人も参加。健康づくりと子供達との交流（子

供一日平均２０人、大人平均１５人）雨天により３日間中止 

（３） ふれあい町内交流友好の集い ９月１５日 ４５名 
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子供と大人の世代間のふれあい交流 

・缶積み上げ競争（子供・大人３人一組） ・ゴム鉄砲射的 

・スーパーボールすくい ・ビンゴゲーム 

（４） 恵庭市焼却施設見学 ９月２７日 ９名 

収集されたゴミがどのように処理をされているのか「新設された

焼却施設」を見学しました。 

（５） 蕎麦打ち体験 １１月１０日 ７名 

蕎麦が出来るまでの過程を体験。脳力・気力・体力・ふれあい力

全てが体験になりました。 

（６） 広報の配布 １月～１２月 ９名 

区長が安否確認をしながら配布 

 

≪白樺北町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１１年度～平成１３年度指定 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ 令６年１２月１日 

＜場 所＞ 白樺会館 

＜対 象＞ ７５才以上 

＜参加人数＞ ４４名（７５才以上２７名） 

＜名 称＞ 町内会福祉部による高齢者活動（敬老・クリスマス会） 

＜内 容＞ ・福祉部員による手作りの昼食会 

      ・ビンゴ大会 

      ・カラオケ 

      ・フラメンコ同好会による演舞 

＜区 間＞ 桜町３丁目～白樺会館 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令６年１２月１日 

＜場 所＞ 白樺会館 

＜対 象＞ ７５才以上 

＜参加人数＞ ７５才以上２７名、支援者８名、余興９名 計４４名 

＜内 容＞ 白樺北町内会敬老・クリスマス会 

      ・福祉部員による手作りの昼食 

      ・ビンゴ大会 

      ・カラオケ 

      ・フラメンコ同好会による演舞 

夏祭以後の高齢者の交流を深めることができた。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 歩こう会 ４月１３日～１０月２６日（１４回） 延５１名 

むつみ公園に集合。準備運動の後、恵庭公園・漁川河畔等３～４

ｋｍをゆっくりと歩く。 

（２） ラジオ体操 ７月２６日～７月３１日（６回） 延２７０名 

多目的広場の駐車場で、児童育成部による夏休みラジオ体操を実

施。未就学児からお年寄りまで世代を通して交流を実施。 
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≪白樺南町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１１年度～平成１３年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

〇地域福祉座談会の開催 

 福祉委員・民生委員による話し合い 

 

〇声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年７回 

・対 象・・・６５才以上 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員、自主防災会 

・特 記・・・便りを配布しながら安否確認をする 

内容は共有する 

 

〇福祉マップづくり 

・対 象・・・６５才以上、要支援者 

・内 容・・・防災訓練等 

・特 記・・・年一回更新 町内会では名簿を保有 

 

〇広報啓発事業 

・名 称・・・福祉便りぬくもり／町内会たより白樺南通信 

・頻 度・・・年２回／随時 

・対 象・・・６５才以上／町内会員 

・担い手・・・福祉委員／区長 

・特 記・・・声かけ訪問をかね各戸配布／回覧 

 

〇地域福祉の仕組みづくり 

 福祉委員が中心となり町内役員・民生委員・自主防災会と連携する 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ ①９月１４日 ②１２月１２日 

＜場 所＞ 白樺会館 

＜対 象＞ ①７５才以上 ②６５才以上 

＜参加人数＞ ①８５名＋役員１０名 ②２４名＋役員３名 

＜名 称＞ ①敬老会 ②年忘れお楽しみ会 

＜内 容＞ ①役員の車で記念品を配りながら安否確認 

      ②歩行に自信のない方を役員の車で送迎 

＜区 間＞ 白樺会館と参加者自宅 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １２月１２日 

＜場 所＞ 白樺会館 

＜対 象＞ ６５才以上 

＜参加人数＞ ２７名 

＜内 容＞ お茶・お菓子を食べながら 

      ・脳トレ 早口言葉 

・ゲーム バリアフリーディスクゴルフ、たいこ相撲 

・３６５歩のマーチを元気よく歌う 

・年末ジャンボくじ引き大会 

・お弁当・・・持ち帰り 

今回はじめてするゲームだったので皆さん楽しんで頂きま 
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した。内容を盛り沢山にすると福祉委員のたりなさを実感し 

ます。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 出前講座「尿もれ防止について」 ４月１８日 ２１名 

たよれーるみなみの職員を講師にお話しを聞き、尿もれ防止の体

操をしました。 

（２） 春ランチのつどい！！ ５月１６日 ２５名 

久し振りの会食でぶた汁・弁当を食べながら雑談しました。その

後カラオケで大合唱。 

（３） ラジオ体操 ７月２７日～８月２日 延べ５１名 

世代を交えて体を動かしました。天気が悪く中止の日が続きまし

た。 

（４） 敬老会 ９月１４日 ９５名 

記念品を届けながら安否確認。 

（５） 防災訓練 ９月２２日 ３５名 

かや公園から南高校まで避難訓練。南高校の防災備品など見学。

要支援者の安否確認・体験、炊き出し訓練。 

（６） 笑いヨガ １０月１７日 ２０名 

講師を迎え、皆で笑いました。 

（７） 健康教室体力測定 １１月２１日 ２４名 

介護福祉課、たよれーるみなみ、文教大の方々に協力して頂き５

項目を測定しました。 

 

≪島松東町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１１年度～平成１３年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

〇地域福祉座談会の開催 

 「ふれあい」（独居高齢者を対象に年３月開催）の際に、独居高齢者の

近況等に関し、情報収集している。 

 

〇声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・「ふれあい」の会員（７５歳以上の独居者） 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員、老人クラブ役員 

 

〇福祉マップづくり 

・対 象・・・「ふれあい」の会員 

・内 容・・・声かけ訪問、「ふれあい」の開催案内等 

・特 記・・・個人情報保護のため、名簿は福祉委員のみ所持 

 

〇広報啓発事業 

・名 称・・・ひがしまち便り 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・町内会加入世帯 

・担い手・・・町内会役員 
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〇地域福祉の仕組みづくり 

 町内会役員、区長等に働きかけ、高齢者に関する情報収集に努めている 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）公園花壇造成 ５月～７月（３回） ２０名 

町内の公園（３ヶ所）内の花壇の花苗植え・管理等を行った。 

（２）春のパークゴルフ大会 ６月３０日 ２３名 

愛好家がプレーを楽しんだ。（場所：中央パークゴルフ場） 

（３）街路樹ます雑草取り 

５月１８日、６月２２日、７月２７日 約７０名 

市内２路線の街路樹ます内の雑草除去。 

（場所：島松駅前通り、島松大通り） 

（４）夏まつり ７月２０日 約７５０名 

各種催物を実施。屋台も多数出店した。（場所：ひがし公園） 

（５）すずらん踊り ８月４日 ６２名 

成人、子供多数参加した。（場所：島松駅前通り） 

（６）仮装盆踊り ８月１６日 ２０名 

出し物「ゲゲゲの鬼太郎と仲間たち」を手作り。衣装を着て踊っ 

た。（場所：かつら公園） 

（７）公民館運動会 ９月１日 ２５名 

成人・子どもが各種競技に参加した。（場所：かつら公園） 

（８）ラジオ体操 ７月２６日～８月８日 約６００名 

子ども・保護者が参加した。（場所：ひがし公園） 

（９）子どもみこし ９月１７日 ３２名 

子どもたちがみこしを引いて町内を巡った。（場所：東町町内 

（１０）秋のパークゴルフ大会 ９月２９日 ２０名 

    愛好家がプレーを楽しんだ。（場所：るるまっぷパークゴルフ場） 

（１１）冬まつり ７年２月３日 約３００名 

    各種催物・屋台出店。夜はイルミネーションで飾った。 

    （場所：ひがし公園） 

（１２）公園清掃 ５月～９月（５回） 約２００名 

    毎月１回公園内の雑草刈り等を実施した。 

（場所：ひがし・いずみ・あけぼの公園） 

（１３）ふれあいの会 ４月３０日、７月９日、１０月２９日 ４５名 

    独居高齢者がゲーム等を楽しんだ。（場所：島松憩の家） 

 

≪恵み野北町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１１年度～平成１３年度指定  

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

 民生・児童委員会議、恵庭市出前講座、町連・花協との連携ほか 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年６４回 

・対 象・・・北町内居住～要支援者・独居高齢者中心に訪問安否確認 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員、防災対策隊員 

・特 記・・・高齢化進行の中で居住者の退会が目立つ。外国人大量入会 
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あり。バランス大切。 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・町内全域の居住マップを作成。毎年更新。 

避難所マニュアルも作成 

・内 容・・・敬老祝いや災害時などの参考資料に渡しています。 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・①北町内会だより ②広報紙絆 ③福祉だより 

・頻 度・・・①年８回 ②年４回 ③年２回 

・対 象・・・①会員～回覧 ②全戸配布 ③７０歳以上 

・担い手・・・広報員～区長・班長～福祉部員等 

・特 記・・・町内の各月の動きをくわしく。カラー版も取り込んで。 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

   異常気象による自然災害の増加と死亡、転出、居住退会者続出の現実と

からみ町内会運営に黄信号と解釈したい。故に市、包括センター、商店

会、学校、町連などとの連携が必要。勿論社協とも。恵み野地区全体で

一歩ずつ前進をはかっています。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １２月２１日（土） 

＜場 所＞ 北会館 

＜対 象＞ 町内会員 

＜参加人数＞ １１５名 

＜内 容＞ インフルエンザの流行で参加者のうち３７名が当日欠席とな

り奇しくも昨年と同じ１１５名となり残念でしたが、原田市

長と一緒にモチをつく子供達の表情はとても明るくお汁粉、

きなこもちに大根おろしもちも加わり、おかわりを２～３回

する子も大勢いてプレゼントも一杯もらって大満足。時間制

のため残り２回のもちつきは大人も参加するなど貴重な体験

となりました。欠席した子たちにも少しおもちをおみやげに

差し上げるなど、今までにない大会となりました。年忘れも

ちつき大会、令和７年も盛況となるよう努力する。 

ふれあい型交流会助

成事業 

（１）シネマサロン例会 月１回 ２０９名 

１５０回を超えて１月から定員オーバーの大盛況です。 

（２）能登地震義援コンサート ２回 １４８名 

１回夢創館でジャズコンサート。１４０名の大盛況でした。 

（３）親睦交流会 ７月６日 ６８６名 

３０回記念で豪華プレゼント提供。小雨が残念でした。 

（４）第２２回作品展 １１月８日～１０日 １３０名 

出展者の入れ替わり目立ったが充実した内容でした。 

（５）防災対策隊研修会 年５回 ２５２名 

８月北海道胆振東部地震安平町視察、９月旭小避難訓練。 

（６）敬老・祝い花届け ５月、９月 １０６０名 

５月お花３１０名、福祉便り５２９軒、９月祝い品５３１名。 

（７）パークゴルフ大会 ４回 ７６名 

町内会と町連の参加を含めて実施。 

（８）フラワー健康ウォ―キング ２回 ３２名 

北会館発着点とし漁川沿いはなふる経由で開催。 

（９）町内清掃、花美化 ４月～１０月 １４０９名 
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花植えから撤去まで６回。除草、花協行事にも参加。 

（１０）子どもレクリエーション ６月、１１月 ４７名 

６月ビニール凧カゴ作り、１１月モルック競技で楽しんだ。 

（１１）ラジオ体操 ７月～９月 ８００名 

１日雨で９日間延べ人員 親御さんも１００名近く参加。 

（１２）女性部親子旅行 ８月１７日 ５５名 

親子仲良く旭山動物園に行きました。 

（１３）秋のバス旅 １０月１日 ３５名 

白老町のナチュの森に、アイヌのウポポイ見学。 

（１４）子ども食堂 ３月２日 ３０名 

初めての企画で、親子で１５名、お手伝い１５名。秋にも予定。 

（１５）夏まつりすずらん踊り ７月１５日、７月２８日 ３６名 

北むつみ会中心に町連で一番の参加でした。 

（１６）納涼盆踊り花火 ８月１０日、８月１１日 ７０名 

町連主催商店会と合同開催となり第一日は延べ１１８７名、第二 

日は１６５５名と歴史に残る盛況でした。 

 

≪恵み野東町内会≫  
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１１年度～平成１３年度指定  

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

福祉部役員として部長１名、副部長２名、丁目担当委員７名で構成している。

年間活動として、福祉委員会を年間９回開催し、高齢者・独居者・障がい者

等に関する情報交換を行うほか、「ふれあいの集い」（年間２回開催）の企画・

準備を行っている。また、四半期に１回、福祉委員会に民生・児童委員に参

加してもらい意見交換を行って福祉活動の助言を得ている。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・７０歳以上の高齢者、６５歳以上の独居者・障がい者 

・担い手・・・町内会役員、福祉委員、民生・児童委員 

・特 記・・・特に独居者については、必ず声掛けを行って健康状況等を 

確認 

 

○福祉マップづくり 

・対  象・・・①緊急時要援護者名簿 ②高齢者名簿 

・内  容・・・①緊急時の援護会員を把握して、災害時の支援協力体制を 

確立 

       ②６５歳以上の会員を把握し、特に独居者・施設入居者等の 

支援を確立 

・特 記・・・①災害の発生を想定し、介護者による救護活動を維持 

       ②福祉委員が訪問の都度、現状を確認し継続した支援を維持 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・①「歩み」 ②福祉だより「ふくちゃん」 
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・頻 度・・・①年間１２回（毎月） ②年間４回（四半期ごと） 

・対 象・・・①会員の全世帯 

②７０歳以上の高齢者、６５歳以上の独居者・障がい者 

・担い手・・・①町内会役員 ②福祉委員 

・特 記・・・①特に独居者に対しては声掛けを実施して配布 

       ②配布する際に声掛けを行って現況を確認 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

・弱者（高齢者、要支援者等）支援に当たって、町内会各役員及び民生・ 

児童委員等が分担を明確にして対応する体制を築いている。 

・高齢者が年々増加していることから、町内会役員の負担が増加しており、 

軽減に向けた取り組みが望まれる状況。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ ①６月２３日 １０：００～１４：００ 

②９月８日 １０：００～１４：００ 

＜場 所＞ 恵み野会館 

＜対 象＞ ①７５歳以上の会員、６５歳以上の独居者・障がい者 

      ②７５歳以上の会員 

＜参加人数＞ ①４９名 ②５０名 

＜名 称＞ ①ふれあいの集い ②敬老祝賀会（ふれあいの集い） 

＜内 容＞ ①来賓として社会福祉協議会会長の臨席をいただいた。特別ゲ 

ストとして「恵庭市民謡協会峰友会」を招き「北海盆歌」など 

７曲を披露（３０分）してもらいましたが、年少者による迫力 

ある歌に感動しました。ゲームは、「ピンチでゴー」、「棒でヨ 

サコイ」及び「一攫千金」の３回を２０分ずつ行い、大変盛り 

上がりました。昼食を挟んだ後半は、恒例のバンド演奏「えに 

わん」より「見上げてごらん」など６曲を演奏してもらい大い 

に盛り上がった。最後に全員で「幸せなら手をたたこう」「故 

郷」を合唱して青春時代を思い出してもらった。 

      ②恵庭市長からのメッセージを披露し、祝賀会を開催しまし 

た。特別ゲストとして「オカリナサークル風の歌」の皆さんを 

お招きし、「瀬戸の花嫁」など８曲を披露してもらいましたが、 

心にしみる音色に感動しました。ゲームは、「ガチャガチャ」 

「ペタペタ」及び「風船飛ばし」を各２０分ずつ行いましたが、 

皆様方一生懸命挑戦していただき、会員同士の親睦を深めてい 

ただいたと思います。昼食を挟んだ後半は、恒例のバンド演奏 

「えにわん」より「函館の女」など演奏を中心に８曲を演奏し 

ていただきましたが、途中で福祉委員がサプライズで「想い出 

の渚」を歌い大変盛り上がりました。閉めは「幸せなら手をた 

たこう」等を全員で歌い良い一日でした。 

＜区 間＞ 足が不自由又は会場から遠距離となる参加者は、自宅と開催 

場所の区間をタクシーで送迎した。 

［タクシー利用者］ ①１５名 ②１５名 

年末年始ふれあい 

支援事業 

 

 

 

 

＜日 時＞ １２月８日  

＜場 所＞ 千歳市フジボウル 

＜対 象＞ 大人：男性、女性 子どもの部 

＜参加人数＞ ２９名（参加担当役員を除く） 

＜内 容＞ ［成果］ 

参加者は現地集合。参加申込３１名に対し、当日欠席が２名

組み合わせについては担当部長が作成し、事前に会場にメン
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バー表を提出、９レーンで実施した。小学生以下については

ガター無しのレーンとした。部門は大人男女別、及び子ども

の部の３つを設定し、各部順位ごとに景品を贈呈した。２ゲ

ームを行い合計スコアで順位を決定した。ストライク賞は小

袋のお菓子を用意し、小学生以下はスペアでお菓子を贈呈し

た。表彰は各部門１位から５位及びブービー賞とし、参加者

全員への参加賞も用意した。 

参加の内訳 大人：男性９名、女性１１名 

小学生以下：９名  合計２９名 

参加者全員、ゲームを交えてある程度の親睦を深めることが

できたと考えます。 

［課題］ 

千歳市の大会会場で送迎バスが無く、止むなく現地集合とし

た。１２月であり降雪（凍結）を危惧していたが、昨年と同

じく突然の降雪により多少の障害があったが無事故で終了す

ることができたことは何よりであった。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）新入学児童へお祝い品贈呈 ４月６日 ３９名 

新入学児童に対し記念品を贈呈した。担当：総務部 

（２）春季町内会一斉清掃 ５月１２日 大人４５５名、子ども４１名 

公園及び幹線道路を主に相互協力のもと環境浄化・美化に努めるとと 

もに、親睦を深めた。 

（３）ポケットパーク花壇の整備 ５月２０日 延べ４０名 

東むつみ会の協力（デザイン）で、ポケットパーク公園花壇の植栽お 

よび維持管理を行い、環境美化を図った。 

（４）春季パークゴルフ大会 ６月２日 ３９名 

スポーツを通して町内会員の親睦を深めるために開催した。 

・場所：恵庭中央パークゴルフ場 

・参加者：男性３２名、女性１０名 

（５）夏季町内会一斉清掃 ７月１３日 大人３６１名、子ども２３名 

雨天延期日で実施のため若干参加人数が減ったが、公園及び幹線道路 

を主に相互協力のもと環境浄化・美化に努めた。 

（６）子どもレクレーション ７月１４日 ５５名 

子どもレク「はなふる ｄｅ 謎解き」を花の拠点はなふるで行っ 

た。対象者：小学生・幼児（０歳～就学前）幼児は保護者同伴 

（７）親睦交流会 ７月２０日 ５９２名（事前申込７３４名） 

同じ町内会に住む会員同士が顔馴染みとなり、親睦を深める良い機 

会づくりを目的とし、役員及び有志共同の実行委員方式で実施した。 

・場所：中央公園冒険広場 

・実施内容：ビールパーティ（無料） 

・ゲーム・余興：パン食い競争、丁目対抗玉入れ合戦等 

※新しい恵み野旭小学校児童運営委員（２３名）の活躍が好評であっ 

た。 

（８）ラジオ体操 ７月２６日～８月４日 延べ９００名 

夏休み中の児童を中心に規則正しい生活リズムと運動不足解消のた 

めラジオ体操を実施した。 

参加者１００～１２０名／日（８日間） 

・場所：はるにれ公園 

・最終日参加者数：約１４０名 

（９）ちょうちん作り ８月１日 ３４名 
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子どもたちに笑顔があふれ、親との共同作業で絆ができたと考え

る。参加者数：３４名（小学生２５名・大人９名） 

（１０）七夕飾り ８月５日～８月７日 ２９６名 

今年で３回目となり地域に定着したと考える。 

参加者数内訳：大人１３５名・子ども１６１名 

（１１）秋季パークゴルフ大会 ８月２５日 ３５名 

スポーツを通して町内会員の親睦を深めるために開催した。 

・場所：恵庭中央パークゴルフ場 

・参加者：男子２６名、女子９名 

（１２）ヘルシーウォーキング ９月１日 ４８名 

会員が住んでいる近くの漁川堤防散策路をゆっくり歩きながら 

友好と親睦を深めるためヘルシーウォーキングを実施した。 

・距離：４．５ｋｍ及び６ｋｍのコース 

・Ａコース：東町内会館→漁川堤防→道の駅花ロード→恵み野中 

 央公園→東町内会館（約６ｋｍ） 

・Ｂコース：東町内会館→漁川堤防→道の駅花ロード→東町内会 

館（約４．５ｋｍ）大人４１名、子ども７名 

（１３）秋季町内会一斉清掃 ９月８日 

大人３６０名、子ども３２名 

公園及び幹線道路を主に相互協力のもと環境浄化・美化に努める 

とともに親睦を深めた。 

（１４）敬老祝賀会 ９月８日 該当者５１４名 

名称：敬老祝賀会（ふれあいの集い） 

参加者：７５歳以上５０名 記念品贈呈：５１４名 

（１５）第２回安否確認タオル掲示訓練 ９月２９日 町内会全世帯 

災害時「我が家は無事」の黄色のタオルを掲示する。 

掲示率６２．１％ 

（１６）自主災害対策訓練 ９月２９日 ６４名 

恵み野旭小学校避難所運営マニュアルを実地に検証した。 

（１７）子どもレクレーション １０月６日 ８１名 

参加者全員が参加できる運動会形式とした。 

・名称：子ども秋の大運動会 

・場所：旭小学校グランド 

・参加者：１０４名 

（１８）研修旅行 １０月８日 ３９名 

防災意識向上のため札幌市民防災センターで実地に研修した。 

また、北海道開拓の村及び北海道博物館では北海道の歴史を知 

る良い機会となった。 

（１９）作品展 １０月１９日、１０月２０日 

大人２４名、子ども３４名 

趣味を通じて制作した作品を展示し、この機会を通して出品さ 

れた作品を鑑賞することにより、各自の技術を高め、会員相互 

の交流を図ることを目的とした。 

・出品の種類：絵画、写真、彫刻、陶芸、手芸、パンフラワー、 

絵手紙、刺繍、ウッドクラフト、書道・習字等の展示 

・出品点数：１２０点 来場者：６９名 

（２０）安否確認を兼ねた福祉だより配布 年４回 

７０歳以上の高齢者、６５歳以上の独居者、障がい者を対象と 

して福祉委員が声掛けをしながら配布。 
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≪中島町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１１年度～平成１３年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・要支援者名簿の管理、更新 

・内 容・・・支援者名簿（サポーター）の確認 

・特 記・・・個別避難計画及び避難支援カードの作成 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・中島町内会だより 

・頻 度・・・２ヶ月毎に発行 

・対 象・・・町内会全世帯 

・担い手・・・企画部役員 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）敬老会 ９月２１日（土） 対象者３４８名 

当日参加９３名（会員７４名、役員１８名、来賓１名） 

①記念品の贈呈 会員３４８名、非会員１０９名 

②長寿祝金の贈呈 米寿６名、喜寿２６名 

③余興（茶菓子の提供） 

・吟舞・合唱・バイオリン演奏・抽選会（ビンゴゲーム） 

※参加者全員へ幕内弁当を配布 

※当日、不参加の高齢者については各担当区長が対象者宅を訪 

問し配布した 

※足の不自由な高齢者はタクシーで送迎 

（利用者１１名） 

（２）ふれあい夏祭り（盆踊り） ８月１０日（土） 

大人１８９名、子供１００名、役員２５名、協力者６名 

①夏まつり 

ゲームコーナー、抽選会の設営（ヨーヨー釣り、スーパーボール 

すくい、ボウリング、サッカー、バスケットボール、野球（的当）、 

輪投げ） 

②盆踊り 

・前段は子供、後段は大人で盆踊りを開催 

 ・途中で太鼓たたきの体験・指導も行う（小学生、高齢者が参加） 

③お土産の配布 

帰りに子供用（１００人分）、大人用（１８０世帯）の土産品を配布 

した。 

 

≪恵央町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１２年度～平成１４年度指定 
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ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ふれあい型交流会その１ 

厚生福祉部計画で第２・第４月曜日柏陽町憩いの家において、血 

圧測定・体操・ゲーム・出前講座等による学習会を実施。又、７ 

５歳以上の方に見守りを兼ねて敬老祝い品（商品券）を贈呈した。 

４月８日  １２名 いきいき体操、ゲーム、お話会 

４月２２日 １０名       〃 

５月１３日 １０名       〃 

５月２７日 １０名       〃 

６月１０日 １１名       〃 

６月２４日 １２名       〃 

７月８日  １０名       〃 

７月２２日 １１名       〃 

８月２６日  ８名       〃 

９月７日～１２日 １５４名 婦人部の協力を得て、後期高齢者 

に祝い品を贈呈９月９日  １３名 いきいき体操、ゲーム、お 

話会 

１０月２８日 １６名      〃 

１１月１１日 １６名      〃 

１１月２５日 １５名      〃 

１２月９日  １７名      〃 

（２）ふれあい型交流会その２ 

婦人部計画で一人暮らし老人等の見守り及び柏木戸磯通り及びけ 

いおう公園の花壇（１７カ所）の整備・管理を行い町内の環境美 

化の一翼を担った。 

４月７日～３０日  ２３名 見守り訪問 

５月５日～３１日  ２８名 見守り訪問 

５月１１日     ２８名 花壇土起こし 

５月１９日     ３７名 花壇花植（柏木戸磯通り、けいお 

う公園：ベコニア５４０株） 

６月２日～３０日  ３１名 見守り訪問 

７月４日      ２７名 花壇草取り 

７月７日～３１日  ３５名 見守り訪問 

８月１日      ３１名 花壇草取り 

８月５日～３１日   ９名 見守り訪問 

９月２日～３０日  １３名 見守り訪問 

９月５日      ２６名 花壇草取り 

１０月２日～２９日 １２名 見守り訪問 

１０月５日     ３６名 花壇整備（撤収） 

（３）ふれあい型交流会その３ ８月６日 ５６名 

夏祭り行事、防災倉庫の内容品について説明して防災知識の高揚

を図った。又、ミニボウリング、お手玉入れ、ビンゴゲームを実

施して会員の「和」の向上を図った。 

（４）ふれあい型交流会その４ ７月２６日～８月１日 ８０名 

ラジオ体操、育成体育部主体で夏休みラジオ体操を実施した。 
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≪相生町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１２年度～平成１４年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

・５月１１日に、高齢者会員「１４名」が、①たよれーる・ひがし様か

ら２名の講師をお招きし「伸ばそう、健康寿命」と題した講話を受講。  

②「健康で百歳まで生きる」のチェックリストで生活習慣・心身状態を 

チェックし、個人的な弱点・改善点等を報告・確認すると共に、「脳ト 

レ」ゲーム等で和やかで刺激ある座談会で満足致しました。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月２回以上：２４回 

・対 象・・・７０才以上の高齢者世帯 

・担い手・・・高齢者クラブの役員と全会員 

・特 記・・・訪問施策～①高齢者機関紙のお届け ②誕生祝い品贈呈 

③交通安全グッズの贈呈等による訪問と定期的巡視の実 

施。ほのぼの声掛け～安全・安心資料（ポットティッシュ）、 

脳活誌「いえかつ」等をお届け訪問し声掛けの実施 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・７０才以上の高齢者世帯 

・内 容・・・①声掛け・定期訪問の実施 ②要支援援護者の管理 

       ③除雪支援 

 

○広報啓発事業 

＊高齢者クラブ関係 

・名 称・・・相楽だより 

・頻 度・・・毎月一回（年間１２回） 

・対 象・・・７０才以上の高齢者世帯 

・担い手・・・高齢者クラブ役員 

・特 記・・・活動計画・報告、時節の心身情報 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ 令和６年４月１日～令和７年１月２０日 

＜場 所＞ 相生町町内会館・和光憩いの家・市内周辺他 

＜対 象＞ ７０歳以上の要介助者や歩行困難者等が、各種行事に参加す

るために送迎を希望した会員 

＜参加人数＞ 年間延対象者数～４０名 

＜名 称＞ ＊主要行事名は次のとおり 

①小地域座談会 ②各種出前講座～８回  

②ハイキング～１回 ④新年会・忘年会～各１回  

③パークゴルフ大会～４回 ⑥月例会 

＜内 容＞ 上記の行事等に、対象会員が参加を希望した場合に、ハイヤ

ーや自家用車等を利用し、相乗りで自宅から行事会場までの

往復を送迎支援した。 

      その結果として行事が盛り上がり、行事を安全・安心に実施

することが出来て成果が上がった。 

＜区 間＞ 行事参加希望者の自宅から開催会場まで、①ハイヤーによる

送迎 ②福祉委員や会員・家族・友人等の自家用車により送
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迎した。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和７年１月１８日（土）１０時３０分～１４時００分 

＜場 所＞ 和光憩の家 

＜対 象＞ ７０歳以上の高齢者を対象にした集いで、特にお一人暮らし 

と・要介助会員に配慮・重視し開催した 

＜参加人数＞ ２２名 

＜内 容＞ １、実施内容 

      ◎実施事業名：「新年宴会」 

（１）１０：３０～国歌・１月１日の斉唱、会長の年頭挨拶 

恵庭市長の「新年のご挨拶」代読、祝杯、懇談会 

（２）１１：００～懐かし思い出ゲーム 

      ※団体戦・・・カルタ取り・トランプ・双六・百人一首等 

      ※個人技・・・こま回し・羽根つき・福笑い・コマ回し等 

（３）１２：１０～食事及び懇親・「会の歌」他合唱 

（４）１３：００～カラオケ・その後～ゲーム結果報告・表 

 彰式 

      ２、成果 

（１）厳寒期で出不精になりがちな高齢者（独居者・身体不 

便者等を重視）の引きこもり防止と交流を目的に、魅力的 

な内容と会員同士が声掛けをし予想以上の出席者で盛り上 

がり、成果を確認した。 

（２）ゲーム大会では各種目に全員が参加し、年齢を忘れ・ 

童心に戻り・闘争心丸出しで爆笑や落胆の溜息など、交流・ 

懇親を深められた。 

       ３、課題 

      本会が活動する全行事に共通するが、男性の参加者が少な

いことが気掛かりである。この実態と結果を踏まえて、不

参加の訪問やアンケート調査で会員の希望を把握すると共

に、活動実態の周知資料を持参する等の活動で、参加者の

増加とふれあいをさらに深めることに取り組みたい。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）安否確認活動 ４月１４日～１月２０日（１９回）１，８４８名 

・以下の訪問活動で、近況をお聞きすると共に、心身の健康維持 

と行事への参加要請活動で成果を上げた。 

① ご誕生祝い品のお届け；３回～８９名 

② 会活動紙「相楽だより」お届け；９回～１，１２５名 

③ 交通安全グッズのお届け；１回～１２５名 

④ ほのぼの声掛け～安心・安全資料（ポケットティッシュ）のお届 

け；３回～３７４名 

⑤ 脳活誌「いえかつ」お届け・回覧；３回～１３５名 

（２）誕生会 ６月１５日、９月１４日 １１月１６日（３回）、３月～予

定 ６４名 

・年４回該当月の誕生者をご招待し、祝賀会を実施した。 

また、誕生祝い品を贈呈すると共に、以下の余興を実施し懇親を深 

めた。 

① ６月～会員有志による演芸披露、ゲーム（ビンゴ） 

② ９月～秋の運動会（ビン吊り、パン食い、玉入れ等） 

③ １１月～ゲーム（モルック） 

（３）定期総会の実施 ４月１３日 １４名 

・以下の議題で総会を実施し提案通り承認された。 
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１．令和５年度活動報告と会計決算報告・同監査報告 

２．令和６年度活動計画と収支予算 

３．役員改選～斬新なメンバーで活動開始 

   ・総会後は懇親会では、新年度への抱負を語り合う等、懇親を深め

た。 

（４）出前・自前講座・恵庭市様他・有識者会員  

４月１６日～１１月１９日（８回） ８９名 

・高齢者を対象に次の講座を開催・実施した。 

①軽度認知障害研修～１回 ②折り紙教室～３回 ③健康増進～ 

１回 ④脳トレ～１回 ⑤ぬりえ教室～２回 

・いずれの講座も、日常生活に密着した内容で、参加者は自身の 

問題把握や改善方法・対策に真剣に取り組み、再確認すると共に

認識を新たにした。 

（５）道路清掃 ４月１３日、５月２９日、６月１０日、７月１５日、 

８月２１日、９月７日（６回）７５名 

・夏季期間に毎月１回、町内の全域を巡視・ゴミ拾いを実施し地域

の環境美化に貢献した。ただ、１０月は雨で中止した。 

（６）観楓会 １０月７日 １４名 

・当日予定の①道路清掃②ハイキングは、雨のため中止した。 

・観楓会は、久しぶりのジギスカン料理を堪能し、秋の歌（３曲） 

を合唱・カラオケで盛り上がり、締めは季節外れの盆踊りを楽しみ、 

秋の一日を惜しむと共に満喫し盛り上がりました。 

（７）忘年会 １２月２２日 ２８名 

・今年一年の反省する機会と位置づける共に、懇親を深めるため 

開催した。 

①全員挑戦の競馬ゲームの障害でオリジナル特技の披露と馬券配 

当で満足し、・豆運び・しりとりゲーム・１２月と言えば？に挑戦

し景品をゲット。 

②「おさななじみ」「お正月」の合唱 

③飲み物・軽食・カラオケ等で今年の反省と来年の抱負を発表・ 

確認した。 

（８）ほのぼの健康増進の集い ７月２２日 １０名 

・健康増進と生活習慣の見直し・充実を目的に以下の内容で実施し 

た。①介護福祉課保健師による体力測定②会独自の７項目（体重・ 

体脂肪率等）の測定を実施し、基準値・標準値とのチェック結果か 

ら、自身の心身の実態・弱点・改善点等を自覚・対策することを確 

認した。なお、本集いは冬場の２月にも実施予定である。  

（９）女性部研修会 １０月１９日 １７名 

・華やかに化粧し、着飾った女性たちが、役員が準備した「オード 

ブル・果物」とつまみ・飲み物等の美味に舌鼓を打ちながら、健康・ 

家族・趣味等の談笑とビンゴゲームで楽しいひと時を満喫し、これ 

から始まる忙しい時期と厳しい冬を自覚し、健康・安全に過ごすこ 

とを確約し、散会致しました。 

（１０）健康増進活動・パークゴルフ大会 ２４名 

※パークゴルフ（４回） 

・６月７日～６名・７月９日～６名・９月１８日～７名・１０ 

月１５日～５名 パークゴルフの参加者は、近年減少傾向にある 

が、健康維持と懇親を深められる重要事業であることから、今 
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後は参加要請の方法を検討し継続実施したい。 

・ハイキングは、雨のため中止した。 

 

 ≪中島松町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１２年度～平成１４年度指定 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）第４７回定期総会 ４月１０日 １４名 

Ｒ６年度決算と活動報告、次年度 

（２）お茶会 散策講座 ４月３０日 ８名 

   花見の会、キッコーマン等 

（３）例会 出前講座 ５月１０日 １２名 

   明治製菓より健康指導 

（４）お茶会 ５月３０日 ９名 

   歌声喫茶 

（５）例会 出前講座 ６月１４日 ９名 

   市健康福祉課の骨粗鬆症に関して 

（６）お茶会 ６月２６日 ８名 

   歌声喫茶、（友愛訪問中止） 

（７）例会 ７月１０日 １１名 

（８）お茶会 ７月３１日 ８名 

   歌声喫茶 

（９）例会 ８月１９日 １２名 

（１０）お茶会 ８月３０日 ８名 

歌声喫茶 

（１１）例会 ９月１０日 １２名 

（１２）お茶会 ９月３０日 １０名 

歌声喫茶 

（１３）例会 出前講座 １０月１６日 １２名 

    島松防犯協会の指導、お金の話 

（１４）お茶会 １０月３１日 ７名 

    歌声喫茶 

（１５）例会 出前講座 １１月１１日 １２名 

    市議 市政報告 

（１６）カラオケ発表会 １１月１７日 ２名 

    会長他 

（１７）お茶会 １１月２７日 ８名 

    歌声喫茶、（友愛訪問中止） 

（１８）例会 兼忘年会 １２月１０日 １２名 

（１９）お茶会 １２月２７日 ８名 

    歌声喫茶 

（２０）例会 新年会 １月１０日 １３名 

    ビンゴゲーム他 

（２１）お茶会 １月３１日 １２名 

    歌声喫茶 

（２２）例会 ２月１０日 １３名 



 

- 37 - 

 

    百年体操、ボッチャ競技他 

（２３）お茶会 ２月２８日 １２名 

    次年度さくら会運営協議 

（２４）例会 ３月１０日 １２名 

    会計監査、総会資料作成 

（２５）お茶会 ３月２８日 １３名 

    総会資料作成 

 

≪下島松町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１２年度～平成１４年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年１回 

・対 象・・・高齢者、身障者等 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員 

・特 記・・・市内でも高齢者の高い率の地域であり、声かけに努める 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・除雪対象者の名簿 

・内 容・・・除雪対策 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・市の広報配布等 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・下島松町内会全戸 

・担い手・・・役員、区長 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

 役員、区長 支えあいの意識の向上につとめる 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ １２月１０日 

＜場 所＞ 島松憩いの家 

＜対 象＞ 高齢者及び身障者 

＜参加人数＞ 高齢者１５名、町内役員４名、招待１名 計２０名 

＜名 称＞ 敬老会 

＜内 容＞ ビンゴゲーム、カラオケ 

＜区 間＞ 島松憩いの家～各自宅 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １２月１０日 

＜場 所＞ 島松憩いの家 

＜対 象＞ ７５才以上 

＜参加人数＞ ２０人 

＜内 容＞ 敬老会 

      ビンゴゲーム、カラオケ 

      課題 参加者が少ない 
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ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ふれあい一斉清掃 ５月２８日 １３名 

   町内会交流 

（２）声かけ訪問活動 ８月１０日 ５名 

   町内会役員による訪問 ８５才以上老人クラブ役員 

（３）墓苑清掃 ８月２１日 １３名 

   町内会交流 

（４）ふれあいお楽しみ会 １１月１１日 ２０名 

   町内会交流 

（５）手作り作品展 １１月２３日～２４日  

役員８名、参加者１６０名 下島松会館で２日間で約１６０名 

 

≪末広町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１３年度～平成１５年度指定 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）新聞コラムを書く会 毎週木曜日（計１６回） ４２名 

新聞コラムを書き写す 

（２）末広 カラオケ 毎週日曜日（計５２回） ３００名 

唄うことによる健康 

（３）シニアヨガ 毎週金曜日（計３８回） ２０５名 

シニア向けのヨガ 

（４）早起きラジオ体操 毎週月～金（計２５２回） １，５７２名 

冬は末広会館、それ以外は屋外（福祉会館前） 

（５）パークゴルフ 毎週水曜日（計３３回） １６５名 

夏に実施 

（６）ボッチャ 毎週水曜日（計１８回） ９５名 

パークゴルフのシーズンオフ 冬に実施 

（７）親睦会 ３回 ３９名 

めだかの学校親睦食事会（ジンギスカン等）、パークゴルフ大会表 

彰式 

（８）百歳体操 毎週火曜日（計４６回） ３３３名 

百歳体操後、ふまねっととかみかみ体操を交互実施 

 

≪中恵庭町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１３年度～平成１５年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

（１）昼食茶話会を実施（１回） 

（２）健康教室の開催（１回）「社会福祉協議会による出前講座」 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月２回 
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・対 象・・・町内全戸 

・担い手・・・町内会役員 

・特 記・・・回覧板を月２回程度回し、安否確認 

       毎月実施の町内清掃や町内行事などでの情報交換 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・町内全戸 

・内 容・・・町内会総会資料に町内の全戸の略図を記入し把握 

・特 記・・・小規模な町内会のため、全戸を把握している。 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・町内会だより 

・頻 度・・・定期 月１回 臨時に発行する場合あり 

・対 象・・・町内全戸 

・担い手・・・町内会役員 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ 令和６年９月１６日 

＜場 所＞ 該当者宅 

＜対 象＞ 町内居住の７５歳以上の方 

＜参加人数＞ １６名 

＜名 称＞ 敬老祝い金（２，０００円）の贈呈 

＜内 容＞ 町内居住の７５歳以上の方に敬老祝い金を手渡すとともに、 

併せて安否の確認を行った（配布時に自家用車を用いた）。 

昨年度に引き続き子どもたちをプレゼンターとし、３歳、５ 

歳、小学校３年生の児童及び町内会長が該当者宅を訪れ、児 

童から該当者に対し、「敬老の日おめでとうございます。敬 

老祝い金です。ますます長生きしてください」などとお祝い 

の言葉を伝えるとともに、敬老祝い金を手交した。該当者は、 

プレゼンターが子どもだったこともあり、満面の笑みを浮か 

べ「ありがとう」などと、お礼の言葉を述べていた。 

＜区 間＞ 町内居住の７５歳以上の方宅 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和７年１月１９日 

＜場 所＞ 中恵庭会館 

＜対 象＞ 全ての中恵庭町内在住者 

＜参加人数＞ １５名 

＜内 容＞ ○子供もちつき会 

      インフルエンザ、コロナ及びマイコプラズマ肺炎等の感染症 

が流行中であることから、中止することとした。 

      ○新年交流会 

      町内会定期総会終了後、新年交流会を開催し、会食しながら 

交流を図った。幼児や小学生等のいる家庭の方が参加しやす 

いよう、子供向けの食事を用意するなど、若い町内会員の参 

加を促進する取り組みを図った。当町内会は、古くから居住 

する「中恵庭地区住民」と新たに居住することになった「ブ 

レストガーデンの住民」とが混在しているため、双方の連携 

や融合がさらに求められることから、必要な事業と考える。 

      一定の参加者があるものの、さらに、多くの町内会員の出席 

の拡大を図る方策を今後検討したい。 
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ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）小学校新入学祝 ４月６日 ５名 

新入学児童を対象に図書カード贈呈。（４名）（図書カード２，００ 

０円分） 

（２）交通安全指導 ４月９日～１５日 ２２名 

新入学児童の登校時指導。町内の道道と市道との交差点において指 

導。 

（３）クリーンウォーキング２０２４（町内沿道清掃） 

５月１２日 ４３名 

町内の道道、市道ウォーキング＆沿道ゴミ拾い。幼児から高齢者 

まで参加し実施。（４月から変更） 

（４）町内清掃 ６月２日 ３１名 

公園・花壇及び会館内外草刈、清掃。（６～１０月）子供から高齢 

者まで参加。 

（５）交通安全街頭啓発 ６月２日 ２１名 

町内道道と市道の交差点で交通安全の旗振り。幼児から高齢者まで 

参加。 

（６）町内清掃 ７月１４日 ２７名 

公園・花壇及び会館内外草刈、清掃。（６～１０月）子供から高齢 

者まで参加。 

（７）町内清掃 ８月４日 ２５名 

公園・花壇及び会館内外草刈、清掃（６～１０月）子供から高齢者 

まで参加。 

（８）ＤＩＹ講座 ８月４日 ７名 

会館の網戸交換作業を通して、ＤＩＹ講座。 

講師の指導により作業し、７枚の網戸交換。 

（９）防災講座 ８月１８日 ５２名 

防災講座『自主防災組織について』 

恵庭市出前講座（講師 恵庭市基地防災課） 

（１０）大人と子どもの夏まつり ８月１８日 ５２名 

幼児から高齢者まで参加。ここで夏を見送る。的当て、西瓜割、 

花火、ホタル観賞会ｅｔｃ 

（１１）町内焼肉パーティー ８月１８日 ５０名 

旧中恵庭住民とブレストガーデン住民との交流をはじめ、異世代 

交流が図られた。 

（１２）地蔵尊祭典準備 ８月２３日 １４名 

約百年に及ぶ六体の地蔵尊の仏具等点検準備。高齢者⇒若年層。 

祭壇の準備等民俗文化の伝承。 

（１３）地蔵尊祭典 ８月２４日 ２８名 

当町内会の約百年に及ぶ六体の地蔵尊の祭典。幼児～高齢者参 

詣。祭壇、供物等民俗文化伝承。 

（１４）地蔵尊祭典片付 ８月２４日 １３名 

約百年に及ぶ六体の地蔵尊の仏具等撤収保管。高齢者⇒若年層。 

祭壇・仏具等の民俗文化伝承。 

（１５）健康講座 ８月２４日 ８名 

社会福祉協議会看護師等による健康講座。主として高齢者。（男 

性２、女性６） 

（１６）ふれあい昼食会 ８月２４日 ７名 

昼食会及び茶話会。主として高齢者。（男性２、女性５） 

（１７）町内清掃 ９月１日 ２５名 
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公園・花壇及び会館内外草刈、清掃。（６～１０月）子供から高齢 

者まで参加。 

（１８）秋祭り幟立て ９月８日 ８名 

祭り幟立て（併せて交通安全旗撤去）。民俗文化財の伝承。 

（１９）子ども神輿準備 ９月１４日 ８名 

子ども神輿を確認・組み立て整備し準備。民俗文化財の伝承。 

（２０）秋祭子ども神輿 ９月１５日 ６５名 

５０年程前住民が手作りした子ども神輿の町内渡御。町内住民が 

参集。民俗文化財の伝承。 

（２１）子ども神輿片付 ９月１５日 ８名 

子ども神輿の確認・点検し分解し保管。民俗文化財の伝承。 

（２２）敬老祝金贈呈 ９月１６日 ２０名 

該当者１６人に祝金を手渡すとともに安否確認。３歳、５歳、 

小３の児童と役員が訪問し手交。 

（２３）秋祭り幟撤去 ９月１５日 ８名 

祭りの幟撤去（併せて交通安全旗取替）。民俗文化財の伝承。 

（２４）町内清掃 １０月６日 ２５名 

公園・花壇及び会館内外草刈、清掃。（６～１０月）子供から高 

齢者まで参加。 

（２５）交通安全街頭啓発 １０月６日 ２０名 

町内道道と市道の交差点で交通安全旗振り。幼児から高齢者ま 

で参加。 

（２６）ハッピーハロウィン １０月２０日 ５４名 

子供が仮装しパレード、希望宅を訪問、菓子を頂く。高齢者宅 

の希望が多く、世代交流が図られた。 

 

≪北柏木町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１４年度～平成１６年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

特記：新型コロナウィルス感染症の猛威は去ったが、依然身近に感染 

者が出ることから外部団体を招いての会議等は実施しなかっ 

た。 

６月２１日：第１回福祉委員会 

会長、福祉委員１４名、名簿調査員５名 

      ・避難行動要支援者名簿調査員の確認 

      ・名簿調査活動の手順および留意事項 

１１月２２日：第２回福祉委員会 

       会長、福祉委員１４名、名簿調査員５名 

       ・名簿調査活動の活動経過と見守り活動の課題 

       ・日常の見守り活動の成果と課題 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・年３回 

・対 象・・・７０歳以上の高齢者（若年の要支援者を含む） 

       ～対象者３２８名（１０月３１日時点の名簿上の人数） 
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・担い手・・・区長を含む町内会役員・登録調査員２２名（民生委員２ 

名・福祉委員１４名・避難行動要支援者名簿調査員６名） 

・特 記・・・①登録調査員２名１組で対象者３２８名宅を個別訪問。 

        避難行動時の支援が必要かを聞き取る。これらの内容 

を災害時に使用する旨の了承を得た上で、疾患の内容 

や通院先、通所先や通所頻度を記録した。 

⇒簡易版名簿（病名、通院先、通所先を省く）・個別地 

図を毎年区長交代時に配付する。 

       ②毎年９月に、７５歳以上の方に敬老祝い金を各区担当 

の福祉委員が直接手渡し安否確認も実施。 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・記２「声かけ訪問活動」の記載どおり２２名の登録調査 

員で、上記対象者３２８名宅を個別訪問。（６月～８月） 

・内 容・・・毎年実施し、令和５年版の簡易名簿と地図は、区長が具 

備しているファイルの内容を差し替え令和６年版とし、 

作業は令和６年２月に完了した。 

・特 記・・・名簿は簡易版と詳細版の２種類を作成した。 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

①自主防災会を町内会防災部に改め、実際に対応できる組織として活 

動を開始した。防災訓練（７月７日）防災学習会（１１月１０日） 

を計画通り実施した。 

 ②毎週水曜日「いきいき１００歳体操」を実施している。年間４６回、 

参加者延べ５８９名。 

 ③敬老お楽しみ会（９月１日）を昨年並みに実施した。 

 

＜成果・課題等＞ 

・毎年実施している活動は定着してきている。２０２４年から「自主防 

災会」が「町内会防災部」となり、実際に対応できる組織としてまだ 

発展する必要がある。 

・引き続きコロナ禍のため、まだまだ行事の制限が余儀なくされる。 

・すべての行事において、主務者として担当する人材が不足し後継者の 

育成が課題となっている。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和６年１月２１日（日） 

＜場 所＞ 北柏木会館 

＜対 象＞ 町内会会員（総会構成員５７名） 

＜参加人数＞ ５５名（委任状６名含む） 

＜内 容＞ ◇町内会定期総会の開催 

      （１）令和６年 北柏木町内会総会：１５時から１７時 

      （２）経費総額 ５３，０００円（議案書印刷代、参加謝 

礼品等） 

      ◇成果・課題 

      （１）令和５年事業報告・決算及び令和６年事業計画・予 

算計画を示し、町内会の現状について会員に理解し 

ていただくとともに、令和６年の事業等について承 

認を受けた。 

（２）引き続くコロナ禍により、懇親会を実施できなかっ 

た。 
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ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）通学路の交通安全見守り  

４月、７月、９月、１１月、計４０日 

通学路２箇所で見守り 延べ９１名 

交通安全運動に合わせ、町内会役員（区長含む）が、通学児童の 

交通事故を未然に防止するため交通安全立哨・指導を行いました。 

（２）春と秋の一斉清掃 ４月９日、１０月２２日（２回）      

町内全域と町内会館 延べ４４０名 

春・秋の２回町内会総出により実施。春は町内会を流れる「柏木 

川」の両岸も併せて清掃しました。 

（３）花ロード事業 ６月１１日  

町内幹線道路及び北柏木会館 延べ２７名 

町内会花ロード事業として、花苗を植栽し町内の環境美化を推進 

するとともに、恵庭市花のまちなみ事業に参加しています。 

（４）夏休みラジオ体操 ７月２５日～８月５日（１２回） 

子ども３３０名、大人２７５名 

コロナ明けの行事ということで少し参加者が少なかったようで 

す。来年に期待です。 

（５）町内会夏まつり（盆踊り） ８月５日 約３４０名 

手作りの夏祭りです。天候にも恵まれ最後の抽選会では大いに 

盛り上がることができました。 

（６）防災訓練 ８月２６日 

約１００名参加 市防災訓練研修に４名参加 

総合訓練では要支援者の救出から移動、個別訓練では消防署にも 

支援していただき、防災備品の展示・説明、車椅子の操作、三角 

巾の使用法など盛りだくさんに実演と体験を行いました。 

（７）防災学習会 １１月１０日 講師１名を含む２０名 

市防災課の出前講座を数年ぶりに実施するとともに、家庭で準備 

している備品の展示説明を初めて行った。 

（８）敬老お楽しみ会 ９月３日 参加者１８名、支援者４名 

プロの歌手による歌、尺八演奏、踊り鑑賞と短時間の中最後はビ 

ンゴゲームで楽しみました。 

（９）子ども神輿 ９月１０日 子ども１９名、大人２０名 

柏木神社まで町内を練り歩き、子供達に少し疲れが見えましたが、 

事故もなく、楽しいひと時でした。 

（１０）秋のさわやか祭り １０月１５日 約１００名 

公園で、野外餅つき・野菜の販売、ゲームで楽しみました。 

（１１）声かけ訪問活動 ９月 約３００名 

７５歳以上の方に敬老祝い金を各区担当の福祉委員が直接手渡 

し安否確認も実施。 

 

≪黄金北町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１６年度～平成１８年度指定 

小地域支えあい ○地域福祉座談会の開催 

 町内会関係役員、各区の区長・班長・福祉委員、民生委員が参加して
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バックアップ事業 合同会議を開催（２月） 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月３回 

・対 象・・・７０才以上の夫婦世帯及び独居者、６５歳以上の障害者 

       等 

・担い手・・・福祉委員、区長、班長 

・特 記・・・各区毎に委員をはじめ、区長、班長が町内清掃や広報の 

配布、回覧などを活用し見守り声かけの実施 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・７０才以上の夫婦世帯及び独居者、６５才以上の障がい 

       者 

・内 容・・・声かけ訪問及び災害等に対処するための所在の確認に活 

       用 

・特 記・・・管理者は町内会会員と福祉委員。関係役員と対象者を色 

と印で明示 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・黄金北町内会福祉だより 

・頻 度・・・不定期 

・対 象・・・回覧 

・担い手・・・福祉部 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

・町内会福祉部が中心となり支援体制を確立し活動を推進 

・民生児童委員、町内老人クラブに支援協力を受けている。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和７年１月１７日 

＜場 所＞ 黄金北会館 

＜対 象＞ ６５歳以上の障がい者及び７０歳以上の高齢者 

＜参加人数＞ １４名 

＜内 容＞ 朝の歌、体操（いきいき百歳体操）、 

来賓あいさつ（町内会長・福祉部長）、メッセージ紹介、 

会食、カラオケ、抽選会等 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 第１回ふれあい型交流会 ６月７日 ２０名 

出前講座「健康寿命をのばす食事」・・・・恵庭市介護福祉課 

（２） 第２回ふれあい型交流会 ７月５日 １３名 

出前講座 

（３） 第３回ふれあい型交流会 ８月２日 １５名 

出前講座 

（４） 第４回ふれあい型交流会 ９月６日 １５名 

出前講座 

（５） 第５回ふれあい型交流会 １０月４日 １３名 

出前講座「耐震改修について」・・・・恵庭市まちづくり推進課 

（６） 第６回ふれあい型交流会 １１月１日 １５名 

出前講座「ロコトレと感染対策」・・・・たよれーるひがし 
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≪駒場町北町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１６年度～平成１８年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

町内会役員会その他町内会行事を通じて情報の交換、事後の活動方針 

などを検討し実行に移した 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・週１回 

・対 象・・・高齢者、独居者を主体に 

・担い手・・・町内会役員・民生委員 

・特 記・・・防災訓練の炊き出しを独居高齢者に配食した 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・町内在住者 

・内 容・・・マップの更新を実施 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・行事実施便り 

・頻 度・・・行事実施の都度 

・対 象・・・町内会員 

・担い手・・・総務部長 

・特 記・・・町内回覧により 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

 デジタル化の準備を推進中 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）新入学生へのお祝い贈呈 ４月末 ２名 

新入学児童に対してお祝いの贈呈をした。 

（２）防災訓練 ４月２１日 ２０名 

炊き出しを行い、独居老人に配食をした。 

（３）見学会 ５月１１日 ５０名 

エスコンフィールドにて野球観戦。 

（４）ふれあい行事 ６月３０日 ９５名 

ＢＢＱを主に町内に居住する人に呼びかけ実施し懇親を図った。 

（５）ラジオ体操 ７月２７日～８月４日 ３２名 

期間中大人・子供を含めて楽しく参加した。 

（６）ちびっこ花火 ８月５日 １７名 

親と未就学児童が楽しんだ。 

（７）敬老会 ９月８日 ３７名 

敬老対象者１９名、役員１８名で交流を図った。 

（８）ハロウィン １０月１２日 １５名 

和光町の行事に乗り参加、カボチャ作りからランタン祭りまで楽し 

んだ。 

（９）おや子の広場 ８月１日 １２名 

親子が集まり楽しんだ。 

（１０）いえかつ配布 年４回 ６０名 

各区長が７５歳以上の方を対象にいえかつを配布しながら安否 
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確認を行った。 

 

≪恵み野南町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成１７年度～平成１９年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

 年６回地域内福祉懇談会を開催。 

 町内役員、民生委員、福祉委員間における情報交換及び連携確認。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回以上 

・対 象・・・７５歳以上の独居高齢者 

・担い手・・・町内会役員・民生委員・福祉委員 

・特 記・・・その時々の「いきいき体操」開催の案内・参加呼びかけ 

       防犯・防災についての啓発、レスキューカードの配布 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・独居者、７５歳以上の高齢者 

・内 容・・・訪問にて日常生活の状況・健康状態を確認 

・特 記・・・必要の都度、名簿の更新 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・町内会便り 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・町内全戸配布 

・担い手・・・町内会役員、福祉委員 

・特 記・・・各種行事への参加呼びかけ、自助の必要性の啓発、要援 

護者の把握 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

支援参加（いきいき体操元気（年１回体力測定）、交流レクレーション）、

地域包括センターによる講話、出前講座の受講 

 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １２月７日 

＜場 所＞ 恵み野小学校 

＜対 象＞ 町内会員およびコミスク会員 

＜参加人数＞ 恵み野西及び里美町内会を含め２５０名 

＜内 容＞ 年末恒例の「第１９回恵み野もちつき大会」が実施され、 

恵み野小学校下の児童や保護者及び町内会有志が参加しま 

した。町内会役員により、日本の伝統行事の一端を伝承する 

鏡餅を作った後、参加した小学生家族とともに、あんこやき 

なこ、磯部巻き餅の３種類を作り、一緒に食べて楽しい一時 

を過ごしました。 
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ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）町内親睦交流会「第８回リラ・フェスタ」 

６月１５日 ５３３名（内スタッフ：４８名） 

会員親睦交流イベントとして、恵み野中央公園芝生広場において５ 

年ぶりに「第８回リラ・フェスタ」を実施しました。老いも若きも 

男と女も世代を超えて、参加者参加による「すずらん踊り」、「丁目 

対抗玉入れ合戦」、「幼児競争」、「防災クイズ」、「お楽しみ抽選会」 

にとみんなで一緒に楽しめた１日です。町内会で準備した飲み物の 

ほかキッチンカーによる飲食の提供により更に町内会相互の親睦・ 

絆を深めることができた会員親睦交流会でした。 

（２）町内親睦交流会「２０２４ウォークラリー」 

９月２８日 １４１名（内スタッフ：４０名） 

   受付開始後家族単位で三々五々に出発し、１．３ｋｍのコースで４ 

つのクイズの回答を探してゴールし、抽選会に参加後、ゴム飛び、 

アートバルーン、コマ回し、ミニサッカー等に家族や友達とともに 

遊びに饗するというものです。多くの老若男女に参加を頂き、久し 

振りに友達と会って懐かしむ人、家族で一緒にクイズの答え探しを 

する等々、それぞれに楽しんで頂きました。 

（３）町内親睦バス旅行 ７月１３日 ９８名 

今年は、『エスコン日ハム野球観戦』と題して開催しました。チケッ 

トの準備や駐車場の混雑を回避できるとのことで、多くの参加希望 

者がありましたが先着順により９８名の方に参加頂きました。日ハ 

ムの勝利により参加者全員が大満足のひとときを過ごすことができ 

ました。 

（４）町内会研修旅行 １０月１３日 ４５名 

今年は、「札幌市民防災センター」において、災害発生状況を体感し、 

対処要領を体験した。また北海道近代美術館におい美術鑑賞を実施 

し、芸術の秋を堪能した。バス１台で４５名が参加した。 

（５）町内防犯パトロール  

４月～１０月までの計７日間（８月は夜間に実施） 延べ５５名 

４班に分かれて町内の防犯パトロールを行う。犬と散歩中の人、家 

庭菜園作業中の人、ガーデニング・庭木手入れ中の人などと挨拶を 

交わしながら、一回りする。更に恵み野小学校児童の下校時に合わ 

せて、児童と途中まで帯同したり、挨拶なども地道では有りますが、 

町民相互の絆づくりに役立っていることは無論、町内の安全安心づ 

くりと犯罪発生抑止に寄与しています。 

（６）幹線道路のイチョウ落葉清掃ボランティア活動 

１１月１６日 １６名 

    高齢化する沿道住民の労力の軽減のため、町内会役員（区長を含む） 

によるイチョウ並木の落葉清掃を実施しました。 

（７）安否確認を目的とした物品（商品券等）配布 

９月１日～９月１６日 参加人員 ６名 配布数５９６名 

７５歳以上の高齢者に対し、安否確認を目的とし、商品券及びレス 

キューカード（避難カード在中）を配布しました。 
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≪黄金南曙町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成２３年度～平成２５年度指定 

小地域支えあい 

バックアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

町内会福祉交流会の機会を活用して、地域で支え合うことの大切さについ 

て理解し合うことができた。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月２回 

・対 象・・・独居高齢者及び高齢者のみの世帯 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員 

・特 記・・・老人クラブ会員との連携を図り実施した。 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・町内会加入世帯主及び同居家族 

・内 容・・・災害時等における安否確認及び避難所における状況確認 

       等 

・特 記・・・町内会長が一括保管し、有事にあたって活用する事とし 

ている 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・あけぼの通信 

・頻 度・・・２か月毎 

・対 象・・・町内会員に回覧 

・担い手・・・総務部長が主務で、各専門部長が協力 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

町内会役員が中心になり、福祉部、女性部、子供育成部及び防犯防災部等 

がそれぞれ連携し情報共有を図りながら活動を推進している。 

小地域支えあい 

交通費支援事業 

＜日 時＞ 年１回 

＜場 所＞ 対象者宅 

＜対 象＞ 全世帯 

＜参加人数＞ ８０名 

＜名 称＞ 敬老祝金配布 

＜内 容＞ ・７５歳以上の全世帯に敬老祝い金を配布し安否確認を行っ 

た。 

      ・会長・副会長・部長が、それぞれの自家用車で配布した。 

＜区 間＞ 役員自宅～対象者宅 

 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和７年１月１８日 

＜場 所＞ 居酒屋 刺身一番 

＜対 象＞ 黄金南曙町内会会員（家族も含む） 

＜参加人数＞ ２７名 

＜内 容＞ 居酒屋 刺身一番にて町内会忘年会 

      参加者は２７名でしたが、忘年懇親会で交流親睦を図ること 

ができました。 
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ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）お花見会 ５月５日 １１４名 

黄金あけぼの公園で焼肉パーティーを実施。 

（２）パークゴルフ ６月１６日 １６名、９月１５日 １５名 

カワセミパークゴルフ場にて実施。 

（３）花壇花植え ６月２日、１０月１５日 １０名 

町内に有る花壇の花植え及び整備を実施。 

（４）ラジオ体操 ７月２６日～８月６日 延べ約６００名 

黄金あけぼの公園で子供も大人も参加。 

（５）夏祭り ８月４日 約９００名 

黄金あけぼの公園で屋台と盆踊り実施。 

（６）年忘れお楽しみ会 １２月１５日 １０４名 

餅つき、ゲーム、ビンゴゲームなどを実施。 

（７）シーニックナイト ２月１日 １２名 

恵庭駅～文教大通りにキャンドルライト設置。 

 

≪戸磯元町町内会≫ 
実施事業名  活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○平成２８年度～平成３０年度指定 

 

小地域支えあいバッ

クアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

 ２月９日 地域包括センターの方と、支援センターの活動・介護・心配

ごと意見交換。 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・全戸 

・担い手・・・町内会役員 

・特 記・・・安否・健康状況の確認 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・全戸 

・内 容・・・居住者、緊急連絡先の確認 

・特 記・・・救急カードの補充も行う 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・“元町だより” 

・頻 度・・・４半期毎・年４回 

・対 象・・・全戸 

・担い手・・・町内会役員 

・特 記・・・交流が疎遠となりやすいので、身近な話題提供を行い、 

共通の話題をもつ。 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

班毎の役員が、毎月意見交換し、情報共有と進め方について相談する。 

小地域支え合い交通

費支援事業 

＜場 所＞ 各戸 

＜対 象＞ 全戸 
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＜参加人数＞ ２０戸 

＜内 容＞ ５月１９日 敬老記念品のお届け 

      １月１４日 総会に来られなかった方に、資料と記念品をお

届けして、安否確認をする。 

      ３月２３日 居住状況、健康状況、緊急連絡先の確認、救急

カードの補充。（自家用車使用） 

＜区 間＞ 各戸 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ １月１２日 

＜場 所＞ 戸磯元町会館 

＜対 象＞ 全戸 

＜参加人数＞ １５名 

＜内 容＞ 新年総会。総会終了後、会食・懇談。 

出席出来なかった方に、資料と記念品（お米）をお届けする。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ノーカッティ ４月７日（毎月第１日曜） 

１１名毎月第１日曜日 歓談・ゲーム 

（２）椎茸植え ４月１７日 １７名 

昨年はなめこ。今年はシイタケ。共通の話題作り。 

（３）焼肉大会 ５月１９日 １９名 

春の陽の下、一同で歓談。 

（４）敬老事業 ５月１９日 １０名 

７５歳以上の方、記念品のお届け、お話し。 

（５）工場見学 ８月７日 ９名 

横浜冷凍、明治見学。 

（６）収穫祭 １０月６日 １８名 

収穫物持寄り調理、会食、歓談。 

（７）お餅つき １２月８日 １２名 

収穫の喜び。 

（８）巣箱作り ３月９日 １４名 

小鳥の巣箱。 

（９）久原祭り ９月７日 ５名 

地域の企業の祭り参加。（町内会会員の企業） 

 

≪黄金南町内会≫ 
実施事業名  活動内容 

小地域支えあい 

指定事業 

○令和６年度～令和８年度指定 

小地域支えあいバッ

クアップ事業 

○地域福祉座談会の開催 

 令和６年９月１日（日）９：３０～黄金ふれあいセンター 

 社協６名、町内会役員２１名参加。５月１９日（日）福祉会議８名 

 

○声かけ訪問活動 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・高齢者世帯 

・担い手・・・町内会役員、民生委員、福祉委員 

・特 記・・・敬老会「げんき会」との連携・支援 

       犬の散歩、ウォーキング及び防犯パトロール等を活用し、 
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安否確認、健康状況の確認 

 

○福祉マップづくり 

・対 象・・・避難行動要支援者及び高齢者世帯 

・内 容・・・災害時における要支援者の把握 

・特 記・・・周知人員を限定。福祉委員、民生委員、プランナー 

 

○広報啓発事業 

・名 称・・・黄金南町内会便り 

・頻 度・・・月１回 

・対 象・・・黄金南町内会会員へ回覧 

・担い手・・・町内会長 

・特 記・・・町内会活動の周知、行事案内等 

 

○地域福祉の仕組みづくり 

社会福祉協議会の活動に積極的に参加するとともに役員会及び福祉会議 

を通じ情報を共有し福祉活動の推進を図っている。 

 

＜成果・課題等＞ 

町内会・「げんき会」共に活発に活動し、人間関係の醸成に努めているが、

加入者減少に伴い参加者が減少しつつある。 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ ①令和６年１２月１５日（日） ②令和７年１月１９日（日） 

＜場 所＞ 黄金ふれあいセンター 

＜対 象＞ 町内会会員 

＜参加人数＞ ①１１８名 ②６１名 

＜内 容＞ ①「黄金南町内会餅つき大会」 

      昨年まで子ども餅つき大会として実施していましたが、今年

から黄金南町内会餅つき大会として三世代交流の場として

実施しました。日本文化の継承のため様々な意見に対応し

つつ続けていきたいと思います。 

      ②「黄金南町内会新年懇親会」 

      開会の挨拶後、食事しつつ会話を楽しんで頂き、まず小学生

までの子ども達とジャンケン大会を行い、ファイターズグ

ッズを選んでもらいました。その後ビンゴゲームを行い、

景品を配布して楽しい時間を過ごしました。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）春の交通安全街頭指導 ４月６日～１５日（１０回）７名 

会長、防犯・交通安全部により子供登校指導の実施。 

（２）福祉会議 ５月１９日 ８名 

難行動要支援者等の情報共有及び個別避難計画作成についての説 

明。 

（３）カリンバ遺跡清掃 ５月２５日 １５名 

「げんき会」と共にカリンバ遺跡清掃に参加してごみ拾いと花壇へ 

の花植えを実施。 

（４）春の町内一斉清掃 ６月１６日 １２０名 

町内のごみ拾いと植樹桝等の除草を実施。 

（５）バス旅行 ６月２９日 ６１名 

エスコンフィールド北海道においてファイターズ対ホークス戦を 

観戦。ルーフオープンゲームを満喫しました。 

（６）ラジオ体操 ７月２６日～８月１０日（１２回） 
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子供５４４名、大人１４５名 

黄金ふれあいセンター駐車場で実施。雨天のため中止４日。 

のべ６８９名。 

（７）ふれあい夏まつり ８月４日 ４５０名 

すこやか公園において焼とり、焼そば、フランクフルト、わたあ 

め、ビール、ジュース等の販売、安価で提供した。また、玉入れ、 

綱引きのゲームを行い親睦を深めた。最後に抽選会を行って盛大 

に終了した。 

（８）敬老のお祝い配布 ９月１５日 ６名 

敬老のお祝い事業として７５歳以上の高齢者９２名に記念品（商品 

券）を、自宅を訪問しながら配布を行った。また、米寿のお祝いと 

してお茶のセットを４名に配布した。 

（９）秋の交通安全街頭指導 

９月２１日～１０月５日（１０回） ７名 

会長、防犯・交通安全部により子供登校指導の実施。 

（１０）秋の町内一斉清掃 ９月２９日 １４０名 

町内のごみ拾いと植樹桝等の除草を実施。 

（１１）防災訓練 １０月２７日 ２２名 

市出前講座により災害に対する備えについての教育後、給水車 

からの給水について体験。 

（１２）慰労会 １２月１日 １６名 

町内会役員の一年間の活動を労い慰労会の実施。 

 

≪柏陽町南町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１） 一斉清掃 ６月２日 ６０名、１１月３日 ６８名 
柏木公園・みゆき公園の清掃。清掃を通して交流を図った。 

（２） ラジオ体操 ７月２６日～８月３日 延べ１００名 
町内の親睦と夏休みの健康増進を図った。 

（３） 夏まつり ８月３日 １００名 
町内の親睦と交流を目的に実施。くじ引き、飲料・かき氷などの
出店、盆踊りを踊り楽しんだ。 

（４） 敬老祝品贈呈 ９月 ８０名 

７５歳以上の高齢者に安否確認を兼ねて商品券を配布した。 

 

≪柏陽町西町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）ラジオ体操 ８月１日（木）～８月７日（水） ４４５名 

育成部主催による夏休み中の子供たちの健康増進と交流を目的に 

ラジオ体操をきぼう公園で実施した。毎日元気な子供たちの顔を見 

ることができ、見守りの一助とすることができた。 

（２）子ども夏まつり ８月２５日（日） １１５名 

育成部主催による子ども夏まつりを実施した。昨年は雨天のため柏 

陽会館での実施となったが、今年は天気も良く、はくよう公園で実 

施でき子供１０１名、手伝いのスタッフ１４名が一緒にゲームなど 
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を行い楽しいひと時を過ごすことができた。 

（３）フォレストアドベンチャー体験 ７月２１日（日） ８名 

今年初めて「フォレストアドベンチャー体験」を企画、小学生８名 

が参加し、木漏れ日の中、涼しい風をあびながら貴重な体験をする 

ことができた。 

（４）親睦旅行 ９月２５日（水） １３名 

女性部主催による札幌市南区でのぶどう狩りなど親睦旅行を実施 

した。会員の交流と心身のリフレッシュを図ることができた。 

（５）ボウリング大会 １０月２６日（日） １８名、１１月２４日（日） 

２３名 

体育部主催によるボウリング大会を千歳フジボウルで２回実施し 

た。大人２６名、子供１５名計４１名が参加し、和気あいあいとゲ 

ームを楽しみながら交流を図ることができ、楽しい時間を過ごすこ 

とができた。 

（６）防災訓練 ５月２６日（日） ２９名 

恵庭市消防署の支援を受け、柏陽会館及びはくよう公園で火災予防 

講話と消火訓練を実施し、防災に対する意識をさらに深めた。 

（７）防災学習会 ９月２９日（日） ４５名 

恵庭市消防署の支援を受け、一般救命講習会を実施した。小・中・ 

高校生も参加し心肺蘇生法とＡＥＤの使用法について学だ。 

（８）春秋町内一斉清掃・花植え  

（春）５月１１日（土） １５９名 

（秋）１１月１６日（土） １３３名 

衛生部主催による町内の環境整備を目的に町内一斉清掃と春は植 

樹桝の花植え、秋は植樹桝の清掃、公園の清掃を行い、交流を図り 

ながら住みよい街づくりに寄与した。大人のみならず多くの子供た 

ちも参加し、親子で環境整備に対する理解を深める機会となった。 

（９）三公園花壇花植え・片付け  

５月１１日（土）、１１月１６日（土） ６０名 

福祉文化部・女性部主催による町内３公園の花壇に花を植え、そ 

の後の花壇手入れ、片付けなどを会員とともに実施し、町内美化 

に寄与した。 

（１０）交通安全街頭啓発 

４月６日～１５日 ３４名、７月１３日～２２日 ３２名 

９月２１日～１０月５日 ５０名、１１月１３日～２２日 ４０ 

名、計３０日間 計１５６名 

交通防犯部主催による春・夏・秋・冬季、小中学生の交通安全指 

導を重点に、柏陽町３丁目セブンイレブン店及びコスモ石油交差 

点において、町内会長をはじめ役員、区長の協力で街頭啓発活動 

を実施した。特に４月は新１年生への交通安全指導や朝の声かけ 

あいさつ運動も取り入れた、子供たちと地域の方が触れ合う機会 

と地域みんなで支えあう場として活動した。 

（１１）朝の交通安全指導 年間１９４日間 延べ１９４名 

町内会役員１名が柏陽町３丁目セブンイレブン交差点で、年間 

を通じて朝の交通安全指導の活動を実施し子供たちを見守っ 

た。 

（１２）児童見守り活動 年間９７日間 延べ１９４名 

町内会役員２名が週２回下校時間に合わせて町内を巡回し、児 

童の見守り活動を実施した。 
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（１３） 昼間における防犯活動 年間９４日間 延べ１８８名 

町内会役員２名が夕刻防犯活動として週３回程度（４月～１１ 

月）町内を巡回し、防犯活動を実施し安全・安心なまちづくり 

を図った。 

（１４） 夜間における防犯活動 

５月２日、６月６日、７月４日、８月１日、９月５日、１１月 

７日、計６日 延べ６名 

町内会役員１名が５月から１２月までの間、１９時から町内を 

巡回し、防犯活動を実施し安全・安心なまちづくりを図った。 

 

≪福住町１丁目町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和６年１２月１４日（土） 

＜場 所＞ 福住憩の家 

＜対 象＞ 福住町１丁目町内会会員 

＜参加人数＞ １１８名（大人７８名、子ども４０名） 

＜内 容＞ ６年ぶりにお餅をつき、お雑煮をふるまう事にしました。久

しぶりで手順、準備など思い出しながらの作業となりまし

た。１２月１２日、お雑煮の材料の買い出し、１２月１３日

会場づくりと飾りつけ、町内のお母さん方によるお雑煮の下

ごしらえをした。数年ぶり登場の杵と臼等餅つき道具の点検

を行った。 

      当日は、９時からお手伝いの方も含め大勢の方の協力のも

と、餅つきを開始。子どもたちと親も参加し餅つきと餅丸め

を行いました。子どもは遊び感覚。 

      １１時３０分より会長の開会宣言でお楽しみ会がスタート、

トナカイとサンタさん、子どもサンタさんから子どもへお菓

子のプレゼント。みんなで作ったお餅のお雑煮をいただき、

余興の「恵庭岳太鼓保存会」の方々の勇壮な太鼓演奏を聴き、

子どもたちには太鼓のばちさばきを体験させていただいた。 

      最後は恒例のビンゴゲームとくじ引き大会を開催した。 

      今年は新しく転入してきた方、初めて参加する若い世帯が多

く、大広間が狭く感じるほどの人が集まりました。半面、高

齢者で毎年楽しみに参加し、お手伝いして下さる方の姿が今

年は少なくなったと感じました。去年よりも参加者が増え、

開催する側からは嬉しいことです。冬の一日を楽しんでいた

だけたものと思います。 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）春の清掃・花壇整備 ５月１３日 ５５名 

 グループで町内各所の美化作業を実施、春はなかよし公園内花壇に 

花を植える。 

（２）秋の清掃・花壇整備 １０月２０日 ３６名 

グループで町内各所の美化作業を実施、秋は花壇の花撤去と清掃片 

付け。 

（３）落葉拾い １１月２日 ４２名 

なかよし公園内と住宅側の落ち葉拾いを行う 
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（４）清拭作り ５月２９日 ２５名 

町内の女性達で年１回憩の家に集まり、町内から提出された不要布 

で清拭作りの作業をおしゃべりしながらお弁当付きで行う。清拭は 

特別養護老人ホーム恵望園に寄付する。 

（５）女性部研修会 ６月２５日 ２５名 

親睦を兼ねて、当別町のロイズ工場見学と昼食をはさんで大通り公 

園花フェスタ見学。 

（６）ラジオ体操 ７月２５日～８月１０日 大人４９名、子ども２９

名、累計４８７名 

今年も１７日間に渡りラジオ体操を実施、今年は恵庭小学校さん

の声掛けで、残念ながら雨で１日だけになりましたが、校庭を開

放していただき福住３町内会合同でラジオ体操を行いました。３

町内併せて１００名近くの参加がありました。 

（７）花火大会 ８月６日 ７３名 

子どもに手持ち花火１袋配布し銘々親に安全を確認してもらいな 

がら実施。色々な花火を充分楽しんでもらい、最後に子どもたちの 

歓声の中、盛大に打ち上げ花火をあげて夏の１日を終了した。 

（８）防災訓練 ８月３１日 ４８名 

恵庭市危機管理参与及び恵庭市消防署の協力をいただき実施。ＡＲ 

ゴーグルを使用した煙火災体験・防火災講話・段ボールベッド組み 

立て体験・トイレセットの紹介等実地体験した。たよれ～るさんと 

他の町内会からも見学参加があった。 

（９）敬老会 ９月１４日 ５２名 

前日は汁物の買い出し、下準備・会場づくり・飾り付けを行う。当 

日は、祝宴に仕出し弁当・各種飲み物を用意しお腹から満足してい 

ただき、ビンゴゲームの賞品で大喜び。今年の余興は千歳から「正 

調江差追分」を唄う１３歳の女の子に来ていただき、素晴らしい唄 

声を聞かせていただきました。歌っていただいた彼女は今年度の 

「江差追分全国大会」少年の部で優勝しました。 

（１０）町内パーク ５月～１０月（１２回） 累計１００名 

健康の維持と増進のため５月～１０まで月２回の月例会を開催。 

春と秋に大会を行い、成績優秀者を表彰し賞品を贈る。 
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≪緑町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

年末年始ふれあい 

支援事業 

＜日 時＞ 令和７年１月１９日 

＜場 所＞ えにあすホール 

＜対 象＞ 町内会加入者、大人、親子同伴 

＜参加人数＞ ３０名 

＜内 容＞ 町内会新年交礼会 

      参加希望者を各区区長が回覧にて取りまとめを行いました。 

      総務部長中心になりまして１日有意義に過し、楽しいゲーム 

等を行い町内の親睦を図りました。 

参加費１人１，０００円を徴収しました（食事代他） 

他にビンゴ景品代は町内会予算を使用致しました 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）おうち焼き鳥 ７月２０日（土） ６２世帯（１７１名） 

町内親睦会の代替 町内会希望者に無料配布（すみれ公園で実施

⇒希望者に来てもらい配布） 

（２）家庭用ごみ袋無料配布  

１１月２２日（金）～１１月２３日（土） ９９世帯（９９名） 

町内会活動支持、町内会加入者家庭に配布 

 

≪泉町町内会≫ 
実施事業名 活動内容 

ふれあい型交流会 

助成事業 

（１）新小学１年生の登校見守り・挨拶運動 

４月８日～１２日 延べ３５名 

新１年生や新学期を迎えた児童の登校時の安全を見守り、挨拶を交 

わしました。 

（２）町内一斉清掃 ４月１４日、１０月１３日 延べ２００名 

町内一斉に道路等のポイ捨てゴミや雑草、落ち葉等を清掃しまし 

た。 

（３）パークゴルフ大会 

（春季）７月２３日 １１名、（秋季）１０月５日 １０名 

健康維持と親睦を兼ねて実施しました。 

（４）防火・防災の体験学習 ６月８日 ９名 

市消防署を講師に迎えての講話、人工呼吸・ＡＥＤの使用法等につ 

いて学びました。参加者には防災食を配布しました。 

（５）防火・防犯パトロール 

６月２１日 ９名、１０月１８日 １０名 

町内を巡り、戸締りの確認や、火の始末を呼び掛けました。 

（６）町内会花壇と植樹桝等の整備作業 

５月２３日、７月１２日、９月６日、１１月８日 延べ５０名 

通りの景観美化のため、町内会花壇の整備と植樹桝の除草などを行 

いました。 
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（７）ラジオ体操 ７月２６日～８月８日 延べ２００名 

お子さんやお父さんお母さん、おじいちゃん、おばあちゃんの健康 

維持に役立てました。お子さんにはプレゼントを用意しました。 

（８）泉・漁・本新町町内会花火祭り ８月３日 ４００名 

漁町町内会、本新町町内会との共同開催。家庭用手持ち花火でした 

が、沢山の親子連れや子供たちに参加いただきました。町内会加入 

のＰＲも行いました。 

（９）町内会交流会・敬老会 ９月１５日 １００名 

町内会の交流会と敬老会を併せて開催。記念品の贈呈や、焼き肉、 

ゲームなどで楽しみました。 

（１０）フロアカーリング講習会 １１月１７日 １５名 

手軽にできるカーリングとして愛好者が増えているフロアカー 

リングを体験する講習会を桜町会館で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪表紙・文章作成協力≫ 

障がい者就労支援事業所 ワークスタジオ恵庭 

〒０６１－１３７３ 恵庭市恵み野西２丁目２－２ 第一灘商ビル１F 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 

恵庭市社会福祉協議会 

〒０６１－１４４６ 

恵庭市末広町１２４番地 恵庭市福祉会館 

【事業管理課】  ＴＥＬ ０１２３－３３－９４３６ 

           ＦＡＸ ０１２３－３３－９７０９ 

【事業推進課】  ＴＥＬ ０１２３－３２－０００７ 

           ＦＡＸ ０１２３－２９－５８３３ 

【介護サービス課】恵庭市末広町１２５番地１ 恵庭市第２福祉会館 

           ＴＥＬ ０１２３－３３－１１２０ 

           ＦＡＸ ０１２３－３３－１１２１ 

 

Ｅ－ＭＡＩＬ syakyo@eniwa-syakyo.or.jp 

      ホームページ http://eniwa-syakyo.or.jp 

 


